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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財 センターが発掘調査 を実施 した、上大作裏遺跡の調査成

果 をまとめたものです。

上大作裏遺跡 は、山形県南東部に位置する南陽市にあ ります。南陽市は古 くか ら赤湯温泉や

果樹栽培が盛んなことで知 られていますが、近年 は道路網の整備や市街地の活性化が図られて

お り、 自然 と調和 した景観豊かな地方都市 として発展 しています。南陽市 には国史跡の稲荷

森古墳 をはじめ、縄文時代か ら中世 までの数多 くの遺跡が確認 されてい ます。

この度、一般国道113号 赤湯バ イパス改築事業に伴 い、上大作裏遺跡の発掘調査 を実施 しま

した。2ヵ 年に亘る調査 では、縄文時代の竪穴住居跡や狩猟のための陥穴、平安時代～中世の

井戸跡 や溝跡 な ど、多数の遺構が検 出され ました。特 に、縄文時代の竪穴住居跡は、 これま

でに調査 された事例が少ない早期末か ら前期初 めに属す るもので した。 また、旧河川の縁辺

に当たる第1次 調査 区か らは、弥生 時代の土器が まとまって出土す るな ど、大 きな成果 を得

ることがで きました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴 史の中で創造 し、育んで きた貴重な国民的財産 といえます。こ

の祖先か ら伝え られた文化財 を大切 に保護するとともに、祖先の足跡 を学び、子孫へ と伝 えて

い くことが、私たちに課せ られた重要 な責務 と考 えます。その意味で本書が文化財保護活動

の啓蒙や普及、学術研究や教育活動 などの一助 となれば幸いです。

最後 になりますが、調査において御支援、御協力いただいた関係者の皆様 に心か ら感謝 申し

上げ ます。

平成21年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 山 口常夫
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本書は、一般国道113号 赤湯バイパス改築事業に係る 「上大作裏遺跡」の発掘調査報告書である。

既刊の年報、現地調査説明会資料などの内容に優先 し、本書をもって本報告 とする。

調査は国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施

した。

本書の執筆は、第II・ 皿 ・IV章を今正幸が、第1・V・W章 を須賀井新人が担当 し、柏倉俊夫、小笠原正道、佐

東秀行、安部実、長橋至、伊藤邦弘、黒坂雅人が監修 した。

遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第X系(世 界測地系)に より、高さは海抜高で表す。方位は座標北を表

す。

本書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は下記のとお りである。

ST… 竪穴住居跡SE… 井戸跡SK… 土坑 ・陥穴 ・墓堰

SD… 溝跡 ・溝状遺構iSP… ピット・柱穴SX… 性格不明遺構

遺構 ・遺物実測図の縮尺 ・網点の用法は各図に示 した。

基本層序お よび遺構覆土の色調記載については、1997年 版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の 「新版基準

土色帖」によった。

本書 を作成するにあたり、弥生土器について石川日出志氏(明 治大学)か ら御助言をいただいた。
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1調 査の経緯

1 調 査 の 経 緯

1調 査に至る経過

国道113号 は福島県相馬市 と新潟市 とを結び、東北地

方南部を横断する幹線国道である。このうち、山形県南

陽市と新潟県荒川町までの区間では 「新潟山形南部連絡

道路」 としての整備が計画され、バイパス建設による改

築事業が進展中である。この路線は地域高規格道路 とし

て、将来的には整備 中の東北中央 自動車道(南 陽高畠

IC)と 日本海沿岸東北 自動車道(荒 川IC)と を結ぶ も

ので、地域間交流の促進や置賜地 方の活性化等 と共

に、南陽市内の交通混雑 を解消す るとい った効果 も期

待 されている。

山形県側では平成6年 に、高畠町深沼から南陽市竹原

に至る延長7.2kmの 「赤湯バ イパス」建設計画が示 され

たのを受けて、県教育委員会が平成7・8年 に路線内の

分布調査を実施 し、埋蔵文化財の所在確認 を行った。そ

の結果、路線内に周知の遺跡を含めて9箇 所の埋蔵文化

財包蔵地が存在することが明 らか とな り、他 にもその

可能性のある場所が数箇所認め られた。南 陽市砂塚地

区に所在す る上大作裏遺跡 はこの調査 によって確認 さ

れ、平成8年 度 に縄文時代及び平安時代の遺物散布地

として登録 された遺跡である。

その後、赤湯バイパス建設の進捗 に合わせ、路線に係

る遺跡の規模や遺存状況等を把握するための試掘調査が

平成13年 から順次行われた。その結果、先の分布調査で

遺跡可能性地の一つ として捉えられていた1箇 所を追加

した計10遺 跡について、保存のための協議及び文化財保

護法 に基づ く手続 きが必要 と判断 された。これ を受け

た事業主体の国土交通省山形河川国道事務所では、遺

跡 の取 り扱いについての協議 を行い、着工前 に記録保

存 のための発掘調査 を実施す ることで調整が 図 られ

た。

上大作裏遺跡は用地取得の関係から、試掘調査及び発

掘調査 とも2ヵ 年に亘って行 われている。県教育委員会

による最初の試掘調査は、遺跡東端域 を対象 として平成

17年11月 に実施 された。用地内における遺構 ・遺物の分

布は希薄な状況であったが、隣接する事業区外の畑地か

らは平安期 の土器が採集 されたことか ら発掘調査が必

要 との判断に達 し、対象面積1,800㎡ について翌18年 に

第1次 調査 を実施するに至った。また、路線に係る遺

跡西半域の試掘調査 は第1次 調査中の平成18年10月 に

行われ、12箇 所の試掘溝 のうち7箇 所か ら遺構や遺物

が確認 された。出土土器か ら縄文時代 と平安時代の集

落跡 であることが判明 し、事業 に係る約4,000㎡ につい

て翌19年 に第2次 調査を実施する運びとなった。

これらの経過 を経て、発掘調査実施機関である県埋蔵

文化財センターでは、事業主体である国土交通省山形河

川国道事務所 と調整を進め、第1次 調査 に係る経費積算

調書 を同事業に係 る檜原遺跡 ・天王遺跡と合わせて平成

18年2月 に提出し、同年4月1日 付けで 「埋蔵文化財発

掘調査業務委託契約」 を締結 した。続 いて7月12日

(第2次 調査は平成19年4月6日)に 、文化財保護法

第92条 に基づ く 「埋蔵文化財発掘調査の届出」 を県教

育委員会へ提出、同月18日(第2次 調査 は平成19年4

月11日)付 けで受理 された旨の通知 を受け取った。以

上の諸手続 きを経 て、各年の発掘調査開始前には、南

陽市教育委員会な ど関係機関との事前打 ち合わせ を行

い、調査期 間や方法等の実施計画 と現状での問題点等

について協議 している。

山形県教育委員会1997

山形県教育委員会2007

山形県教育委員会2008

参考文献

『分布調査報告書(24)』 山形県埋蔵文化財調査報告書第198集

『分布調査報告書(33)』 山形県埋蔵文化財調査報告書第207集

「分布調査報告書(34)』 山形県埋蔵文化財調査報告書第208集
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1調 査の経緯

2発 掘調査の方法 と経過

発掘調査の方法は、事業用地の確認、調査区の設定、

重機による表土除去、遺構検 出のための面整理 ・面精査

と進め、遺構プランの検出後 に平面図作成 ・遺構登録 な

どの過程 を踏んだ。遺跡範囲内に設定 したグリッドの方

角は、平面直角座標系第X系(世 界測地系)に 基づい

た5×5mを 単位 とし、遺跡範 囲の北西角 に当た る

X:-215490・Y:-63189を0-0グ リッドとした。

標記 は東西軸で西か ら東へ、南北軸は北か ら南 に昇順

する算用数字にて行った。グリッド名が示す範囲は、X

軸 とY軸 の交点の第四象 限となる5m四 方の25㎡ であ

る。座標値 と番号 を登録 した遺構 は、順次半裁等の掘

り下げを実施 して断面精査 を行い、実測図作成等の諸

記録 を経た後に完掘 した。完掘後 の遺構平面 図は業務

委託 によ り作成 してお り、第1次 調査 では電子平板

で、2次 調査時 は空撮 に よる遺構測 量 を実施 してい

る。平面図は1/40縮 尺で図化 したが、第2次 調査で検

出した竪穴住居跡等に関 しては、遺物出土地点 を記録

したため、平板測量 により1/20ス ケールで個別 に図化

した。調査の各段階では写真撮影を実施 し、一連の作業

が記録 としてたどれるように配慮 した。以下には発掘調

査の経過について、年次ごとにその概要 を記述する。

〈第1次 調査〉

現地調査は、平成18年8月21日 か ら11月9日 まで(実

働56日 間)の 日程で実施 した。対象面積1,800rdの 調査

区設定後、重機による表土除去 を調査区東端部 より開始

した。調査区は西半部を南北方向に縦断する農道により

分割される。業務委託 して調査区南東端 と北西端に4

級基準点を2点 設置 し、基準点から調査区に係る10m

単位 の格子点(グ リッ ド)を 配置 した。 これ らを基 に

遺構 の位置や遺物出土地点を記録す る5m四 方の方眼

を組み、座標値 を与えて グリッ ド区割 りを行 った。遺

構検 出作業 と並行 して、河岸段丘 の縁辺 に当たる調査

区東 ・南端部の堆積層 を掘 り下げ、旧地形の復元に努

めながら調査を進めていった。

9月 上旬より検出遺構の精査 を東半域から手がけ、土

層断面図作成 ・写真撮影の諸記録を実施 した。西半部に

残 した農道の扱いについては、周辺の遺構分 布 ・密度や

出土遺物の希薄 さ等か ら、付け替え工事 を経てまでの調

2

査 を不要 と判断 し、変わって出土遺物が多い東 ・南端

部 の拡張 を9月 下旬 に行 った。これ ら拡張範囲の掘 り

下 げと並行 しなが ら、10月 中旬 よ り半戴遺構の完掘 を

開始 した。 なお、10月12・13日 と20日 の3日 間に亘

り、県教育委員会が翌19年 度の調査対象範囲 について

試掘調査 を行 っている。10月28日(土)に 隣接す る天

王遺跡 と合同で調査説明会 を開催 し、翌週 には平面図

作成のための遺構測量 を業務委託 して実施 した。拡張

した調査区南端部からは多数の弥生土器が出土 したた

め、掘 り下げと記録作業 は調査期間の終盤 まで及んだ

が、ll月9日 に現地調査 を終了 した。

〈第2次 調査〉

現地調査は、平成19年5月10日 から7月27日 まで(実

働55日 間)の 日程で実施 した。対象面積 は昨年度の試掘

調査により確定 した4,000dで ある。調査区は工事用道

路 との関連から前 ・後半に分け、調査 区設定後に前半に

行 う北半部(約2,300㎡)の 表土除去 を5月11日 より開

始 した。1単 位5×5mの グリッド設定は第1次 調査

を継承す る方法で行い、3点 の基準点 を設 けた後 に格

子点 を配置 した。調査区南半部 に仮設 してあった工事

用道路を北端部への付 け替 えが必要なことか ら、 これ

に係る幅10mの 範囲の調査 を優先 して実施 し、手取 り

による遺構平面図作成後の6月 上旬 にこの部分 を先行

して引渡 しを行った。

事業者側で付 け替え工事 を行い、6月 中旬に供用 され

たのを受けて、翌週か ら南半部(約1,700㎡)の 表土除

去 を行った。6月 下旬にこの区域へのグリッド杭 を設置

し、面整理を経て7月 より南半域検出遺構の精査に入っ

た。調査区内は全体的に地下水位が高 く、南西 隅に設

置 した排水 ポ ンプを常時稼動 させ て調査 に当たった

が、湧水 により水没する遺構 が幾つかあった。遺物が

出土する遺構 は竪穴住居跡 など一部に限 られ、すべて

が小片であったため、出土箱 数は3箱 に止 まった。住

居跡は縄文時代早期末～前期初頭に属する もので、検

出例が少ないことか らも個別に実測図を作成 した。

7月24日 に遺構測量に係 る空撮 を実施 し、同日午後に

は調査説明会 を開催 した。その後、事業者への現地引渡

しを経て機材 を撤収 し、2ヵ 年に及んだ発掘調査を終了

した。



1調 査 の経緯

表1発 掘調査工程表

第1次 調査

月

作業内容

平成18年8月 9月 10月11月

第1週 第2週 第3週 第4週 第5週 第6週 第7週 第8週 第9週 第10週 第11週 第12週

表土除去 一

面整理 ・遺構検出 一 ■ ■ ■
グ リッ ド設 定 ■
粗掘 り ■
遺構精査 一 一

記録(作 図 ・写真) ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
空撮 ・遺構測量 ■ 一

第2次 調査

月

作業内容

平成19年5月 6月 7月

第1週 第2週 第3週 第4週 第5週 第6週 第7週 第8週 第9週 第10週 第11週 第12週

表土除去 ■一 一 ■
面整理 ・遺構検 出 ■ ■一 一 一
グ リッ ド設 定 一 一 ■
遺構精査 一 一 ■
記録(作 図 ・写真) ■
空撮 ・遺構測量 ■

3整 理作業の経過

発掘調査を2ヵ 年で行ったことから、報告書作成のた

めの整理作業は3ヵ 年にわたって実施 した。出土遺物の

整理工程は、洗浄→注記→分類→接合 ・復元→抽出→実

測 ・拓本→ トレース→写真撮影→収納の順に行った。

18年度は第1次 調査出土資料について19年1月 に遺物

洗浄を開始 し、乾燥後の注記を経て2月 上旬 より接合 ・

復元に着手 した。写真 ・図面等記録類の整理を並行 して

実施 し、図面は番号を付加 した上で図面台帳を作成 し、

遺構 ごとに平面図と土層断面図の補整 を行った。また、

出土遺物に より各遺構 の所属時期を検討 し、調査区に

おける概略を把握 した。

19年度は4月 から継続 して遺物の復元にあた り、5月

上旬からは報告書掲載遺物 を抽出した後、実測及び拓本

の作業に入った。6月 下旬 に第2次 調査で出土 した遺物

の一部を搬入 して、調査説明会での展示のために洗浄 と

注記 を行っている。2次 調査が終了 した7月 下旬に残 り

の遺物 について洗浄 ・注記 を実施 し、先 の遺物 と併せ

て接合 ・復元 を行 ったが、出土箱数が3箱 と少 ないこ

とか ら、各1週 間内で作業 を終 えた。その後、抽出を

経て8月 中に実測 ・拓本 までを終了させ た。実測に際

しては、破片資料であって も図上復元可能 なものにつ

いて、反転実測 を行 っている。また、1次 調査分 も含

めた打製石器の成品38点 については、実測及 び トレー

ス作業 を外部に委託 し、検査校正 を行 った上で実測素

図 とトレース原図、及 びデジタルデータの成果品を得

た。 これ らと並行 して記録類の整理を進めたが、1次

調査 に比 して遺構 数が多かったことか ら、写真注記な

どに時間を要 した。年度終盤 には遺構データ表の作成

と、報告書 に掲載する個別遺構 の抽出を行 い、遺構図

版の版下 を作成 した。

20年度は8月 より作業を再開し、遺構 と遺物実測図の

トレースを行った。 トレース後の遺物実測図には拓本 を

貼 り付け、これ らを順次版組みして、報告書の頁単位で

割付を行った。また、報告書で取 り上げた遺構 を中心 と

して写真図版の割付 を行い、遺構写真のプリン トを発注

した。諸作業 と並行 して本文執筆に取 り掛か り、ll月

には掲載遺物の写真 を撮影 した。 これ らの原稿 を編集

して報告書の版組見本 を作成 し、21年1月 の入稿 まで

に至った。

その後、写真 ・図面等の諸記録類を、出土遺物は報告

書掲載 と未掲載に区分 して収納 した。なお、報告書掲載

遺物については後の検索 ・活用 を考慮 し、図版番号 を追

加 して注記 している。
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1調 査の経緯

表2整 理作業工程表

平成18年度

月
作業内容 平成19年1月 2月 3月

遺物洗浄 ・注記

遺物接合 ・復元

写真 ・図面等整理

平成19年 度

月
作業内容

平成19年4月 5月 6月 7月

遺物洗浄 ・注記 一
遺物接合 ・復元

遺物実測 ・拓本 1 一
月

作業内容
8月 9月 10月 11月

遺物接合 ・復元 一

遺物実測 ・拓本

写真 ・図面等整理

石器実測委託1

月
作業内容

12月 平成20年1月 2月 3月

写真 ・図面等整理

データ入力 II

遺構図版原図作成

平成20年 度

月
作業内容

8月 9月 10月 11月

ト レ ー ス

版組み 1

遺物写真撮影

原稿執筆

月
作業内容

12月 平成21年1月 2月 3月

版組み

編集 ・組見本作製

原稿執筆

入稿 ・校正 II

記録 ・遺物収納

4
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■ 遺跡の位置 と環境

皿 遺跡の位置 と環境

1地 理的環境
かみおおさくうら

上大作裏遺跡(1)は 山形県南東部の南陽市梨郷地区

に所在 し、赤湯市街地 から西方約4.5kmに 位置 してい

る。

米沢盆地の北縁にあた り、北方の白鷹山地か ら吉野川
おりはた

や織機川が南流 して盆地へ と注 ぐ。山麓部では、それら

中小河川が複合 して宮内扇状地を形成 し、扇端部に沿っ

て北西流する最上川 に合流す る。本遺跡は宮内扇状地の

扇央部に位置 し、範囲は東西約550m・ 南北約270m、 標

高は約220mを 測る。扇状地の下方へ放射状に広がる自

然堤防は、その開析過程 における河川の激 しい流路変

動 を物語るものである。本遺跡は、そ うした織機川の

旧河道 とみ られる 自然堤 防上 の微 高地 に立地 してお

り、周囲には湿地性 の河間低地や後背低湿地が広が っ

ている。現況は、旧河道 にあたる凹地が水田、その両

岸の自然堤防にあたる微高地が畑地や果樹 園 として利

用されている。

気候は盆地特有の内陸型に属 し、平均風速は低いが寒

暖の差がある。積雪 も比較的多 く、年間降水量は1500m

m前 後 を測る。

本遺跡が立地する自然堤防上 には、旧河道に沿った形
かけざいけ

で遺跡の分布が認められる。北東に隣接する掛在家遺跡
こうさんばら

(50)や 高山原遺跡(51)で は、本遺跡 と同時期 とみら

れる縄文 ・弥生土器片が採集 されている。東方の旧河道
てんの う

対岸には、当センターが併行 して調査を実施 した天王遺

跡(49)が 位置 し、4世 紀の周溝墓(古 墳)群 や中世

の方形館が検出されてい る。発達 した長大な自然堤防

の存在は、長期 にわたる安定 した河川の流入 を示唆 し

てお り、河川あるいは、それに伴 う低湿地 を背景 とし

て、生活が営まれてきたであろうことが窺われる。

2歴 史的環境

本遺跡の周辺では、南陽市 を中心に現在200箇 所余 り

の遺跡が確認されている。以下では、周辺の主要 ・関連

遺跡について時代 ごとに概観 し、この地域 における歴史

的な背景を考えてい きたい。

旧石器時代
い な りも り

当該期の遺跡は希少であ り、南陽市では稲荷森古墳

(126)が 立地する長岡山丘陵から石刃が採集されてい

るにす ぎない。

縄文時代
おおのだいら

織機川上流 に位置する大野平遺跡(3)で は、早期

中 ・後葉 と前期末葉の竪穴住居跡が4棟 検 出されてい

る。関東の田戸下層式に併行する沈線文土器は 「須刈田

式」として、山形県の早期 における標式土器 となってい

る。
つき き

白竜湖に臨む山麓斜面上の月ノ木B遺 跡(150)で

も、早期中葉～前期前葉の土器が多量に出土 している。
おんだし

高 畠町の押 出遺跡(116)は 前期 中葉の低湿地集落

で、白竜湖周辺に広がる湿地帯 「大谷地」の南西端に位

置する。良好な保存状態 を有する泥炭層からは、打込柱

平地式住居、彩漆土器、クッキー状炭化物など全国的に

も貴重な発見がなされた。
ひゃくが りだ

百刈 田遺跡(89)の 第1・2次 調査では、中期後葉の

複式炉を有する竪穴住居跡が6棟 検出されている。

弥生時代

前述 した百刈田遺跡の第3次 調査では、墓跡 とみ られ

る十数基の遺構 に伴い、中期後葉の土器がまとまって出
かのえだん

土 している。庚壇遺跡(99)で は後期の竪穴住居跡が1
は きゅ うだ

棟、萩生田遺跡(83)か らは中期後葉と見 られる石包丁

が見つかっている。

本遺跡が立地する旧河道沿いの自然堤防上には、上流
ひがしたかせき

から中期中葉の東高堰遺跡(55)、 中期後葉の掛在家遺
しおがままえ

跡、後期の塩釜前遺跡(45)が 位置してお り、あたか も

時代 を追って低地へ と変遷 していったかのような様相 を

呈 している。安定 した自然堤防上の微高地を集落の拠点

とし、背後に広がる低湿地 を利用 した初期稲作が行わ

れていた可能性 も考えられる。

※遺跡名の()に は、第1図 にお ける遺跡番号 を付記 した。

6



7



8



■ 遺跡の位置 と環境

番号 遺跡名 種 別 時 代 番号 遺跡名 種 別 時 代

1上 大作裏 集落跡 縄文(早～前期)・弥生(中期)・奈良・平安 ・中世 51高 山原 集落跡 縄文(前 期)・平安

2備 後館 館跡 中世 52四 百刈 散布地 縄文

3大 野平 集落跡 縄文(早 ・前 ・中期) 53大 根在家 散布地 平安

4小 須刈田 散布地 縄文(早 ・前期) 54大 仏 散布地 縄文(後期)

5長 峰 散布地 縄文 55東 高堰 散布地 弥生(中 期)・平安

6平 野C 散布地 縄文 56富 貴 田 集落跡 縄文 ・奈良

7平 野B 散布地 縄文 57大 清水 散布地 縄文 ・平安

8平 野A 集落跡 縄文 58別 所A 散布地 平安

9中 島平 集落跡 縄文(前期) 59別 所B 散布地 縄文

10梨 郷古墳群 古墳群 古墳(終末期) 60別 所山経塚 経塚 平安

11平 野古窯 古窯跡 奈良・平安 61別 所館 館跡 中世

12経 塚 山南 散布地 縄文 62北 館 館跡 中世

13小 山B 散布地 縄文(晩期) 63宮 沢城 館 ・城館跡 中世

14小 山西 散布地 平安 64宮 内南館 館跡 中世

15小 山A 散布地 縄文 65宮 内小学校敷地内集 落跡 縄文(中 期)・平安

16経 塚山古墳群 古墳群 古墳 66宮 内熊野大社敷地内散布 地 縄文(中 ・後期)・平安

17宮 城墳墓 火葬墳墓 平安 67久 保 集落跡 縄文(中期)

18梨 郷上館 館 ・城館跡 中世 68慶 海 山館 館跡 中世

19稲 荷山古墳群 古墳群 古墳 69双 松公園内 散布地 縄文

20竜 樹山古墳群 古墳群 古墳 70平 館 館跡 中世

21龍 樹 山館 館跡 ・哨墨 中世 71丸 山館 館跡 中世

22蕗 畑 集落跡 縄文 ・奈良 ・平安 72山 居沢 山A 散布地 平安

23雨 沼B 集落跡 縄文(後 ・晩期)・奈良 ・平安 73山 居沢 山B 散布地 平安

24天 王山古墳群 古墳群 古墳 74蒲 生田古墳群 古墳群 古墳(終末期)

25ヌ ゲッポ 集落跡 縄文(早 ・前期) 75観 音堂 散布地 縄文 ・平安

26石 ヶ窪A 集落跡 縄文(前 ・中期)・奈良 ・平安 76蒲 生 田館 館跡 中世

27金 山 散布地 縄文(早期) 77南 館館 ノ内 散布地 縄文 ・奈良 ・平安

28牛 ヶ首A 集落跡 平安～中世 78当 時作 散布地 縄文 ・奈良 ・平安

29赤 松 山館 館跡 中世 79若 狭郷屋敷 館跡 中世

30漆 山館 館跡 中世 80中 屋敷 散布地 奈 良・平安

31漆 山 集落跡 縄文(中 期) 81唐 越 散布 地・集落跡 縄文(中 期)・奈良 ・平安

32漆 山(学 校下) 集落跡 縄文(中 ～後期) 82西 田 散布地 平安

33前 田 散布地 縄文 83萩 生 田 集 落跡 ・散布地 弥生 ・奈良

34片 岸館 館跡 中世 84島 貫 集落跡 古墳 ～奈 良・平安

35西 高 田 散布地 平安 85沢 田 集落跡 弥生 ・古墳(中 期)・奈良 ・平 安

36梨 郷新館 館跡 中世 86郡 山中堀 散布地 奈 良・平安

37羽 黒堂 散布地 縄文 87沢 口 集落跡 奈 良・平安

38割 田館 館跡 中世 88間 々ノ上 散布地 奈良

39蔵 庭 散布地 奈良 89百 刈 田 集落跡 ・墓跡 縄文(中 期)・弥生(中 期)・古墳 ・奈 良 ・平安 ・中世

40松 木壇 散布地 平安 90前 小屋 散布地 縄文

41梨 郷小館 館跡 中世 91将 監屋敷 散布地 奈 良・平安

42梨 郷南館 館跡 中世 92西 中上 集落跡 奈 良・平安

43北 徳 田 散布地 縄文 93古 屋敷 散布地 平安

44下 八 ツロ 散布地 縄文 94大 塚 集 落跡 ・墓跡 縄文 ・古墳 ・奈良 ・平安

45塩 釜前 散布地 縄文(晩 期)・弥生 95梅 ノ木 散布地 奈 良・平安

46塩 釜 集落跡 縄文(中 期) 96中 落合館 館跡 中世

47清 水 ノ下 散布地 古墳(後期) 97中 落合 集落跡 古墳 ・奈良 ・平安 ・近世

48中 野 散布地 縄文(中 期)・平安 98檜 原 集落跡 奈 良・平安 ・中世 ・近世

49天 王 墓 跡・集落跡 古墳 ・奈良 ・平安 ・中世 99庚 壇 集落跡 縄文 ・弥生(後 期)・古墳 ・奈良 ・平安 ・近世

50掛 在家 集落跡 縄文(前 期)・弥生 ・古墳(後 期)・奈良 100北 前 散布地 縄文(晩期)
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皿 遺跡の概要

皿 遺 跡 の 概 要

上大作裏遺跡は南陽市大字砂塚字大作前ほか(北 緯38

度03分28秒 ・東経140度06分43秒)に 所在する。

遺跡の発見は、昭和58年 の遺跡分布調査で縄文土器片

と石器剥片を収集 したことによる。縄文土器片はいずれ

も細片で、時期の判別は困難であった。(佐 藤1987)一

般国道113号 赤湯バイパス改築事業に係 る平成8年 度の

分布調査によって、縄文 ・平安時代の複合遺跡 として登

録 された。遺跡範囲は東西550m・ 南北270mほ どと推

定 され、標高は220mを 測る。(山 形県教委1997)

遺跡は宮内扇状地の扇央部、織機川の旧河道とみ られ

る自然堤防上の微高地に立地する。事業予定地に係る遺

跡範囲の北東部が調査の対象となり、現況は自然堤防上

の微高地を利用 した畑地や果樹園であった。第1次 調査

区は旧河道右岸の自然堤防東縁にあたる約1800dの 範囲

である。第2次 調査区は第1次 調査区から西方へ70m

ほど離れた約4000㎡ の範囲である。自然堤防の段丘縁

辺 にあたる第1次 調査 区に対 し、 自然堤 防内部の第2

次調査 区は河川か らやや離れた比較的安定 した微高地

に位置 していたと言えよう。

1遺 跡の層序

層序について概略を述べる。

第1次 調査区の北縁辺にあたる試掘 トレンチ(第7図

TTl)に よると、1層 が暗褐色 シル ト、1[層 が黒褐色

砂質シル ト、皿層がにぶい黄褐色シル トとなる。皿層上

面が遺構i確認面 と思 われ、地表下60～80cmを 測 る。

(山形県教委2007)第1次 調査では、調査区東 ・南端の

段丘縁辺 の落ち込みにおいて、人為的な埋 め立てによ

ると考えられる堆積層が確認 されている。

第2次 調査区の南縁辺にあたる試掘 トレンチ(第7図

TT2)に よると、1層 が盛土、2層 が暗褐色シル トで

現況の桜桃果樹園の耕作土 と思われる。3層 が黒褐色 シ

ル ト、4層 が青灰色シル ト、5層 が暗黄褐色砂質シル ト

となる。第2次 調査における検出面は、5層 上面に相当

する もの と思われる。第2次 調査では重機 による表土

除去の際、調査 区南東域において河川氾濫 に由来す る

とみられる褐色系砂礫の問層が確認 されてお り、試掘

調査 において 「遺跡南東域の一部 は洪水等 の影響 を受

けた」 と判断 された所見 と矛盾 しない。(山 形県教委

2008)な お、調査区内は全体的に地下水位が高 く、地山

の砂質土層の影響 もあってか、湧水のため水没する遺

構が多 く見受けられた。

事前の試掘調査 における トレンチ層序を基に、遺跡の

ll
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2遺 構 ・遺物の分布

第1・2次 調査における遺構 ・遺物の分布について、

それぞれ概要を記す。

第1次 調査では120基 の遺構iが検出され、整理箱に し

て20箱 の遺物が出土 した。主な遺構 としては、中央部北

側に縄文時代前期末葉の陥穴1基(SK75)、 北東部に

畝状遺構がある。この他に土坑 ・ピットなどもあるが、

出土遺物などによって帰属時期が明 らかな ものは一部に

限 られる。特に南縁辺 において、奈良 ・平安時代の土

坑 ・ピッ ト(SK30・90・101・SPll8)と 焼土堆積

土坑(SK30・120)が 集中 して分布 する傾向が窺 え

る。また、前述 した東 ・南端の段丘堆積層(SX100)

内か ら、縄文 ・弥生 ・平安 時代な どの遺物が混在 して

出土 している。これ らは第1次 調査 における出土遺物

の98.7%を も占め、その主体 となるのは弥生時代中期後

半の土器群 である。土器以外 には、縄 文時代の石器

(石鍛 ・石匙 ・石箆)や 古墳時代以降 と考え られる木

製品(鍬)な どがある。調査区内に住居跡は認め られ

ず、他の遺構 や遺物、地形 の状況か らも、当地は集落

域の外縁 として狩猟場や畑地 に利用 された ものと推察

される。

第2次 調査では500基 を超える遺構が検 出され、整理

箱にして3箱 の遺物が出土 した。遺構は調査区のほぼ全

域に幅広 く分布するが、地形 に即 した形で地盤の低い南

西域において希薄となる。 また、自然地形に関わって、

北西部の縁辺では倒木痕が 目立ち、南半部の東縁では河

川跡(SG340)と み られる褐色系砂礫の厚い堆積が確

認 された。なお、中央部東側(35～39-13～15グ リッ

ド)に おいて、地山の上層面か ら溝跡 ・土坑数基を検

出してお り、ある時期 における生活面 と目される。主

な遺構の分布については、竪穴住居跡が北西域 を中心

に5棟 検出されている。そのうち2棟(ST242・290)

は縄 文 時 代 早 期 後 葉 、2棟(ST240・300)は 前 期 初 頭

に 属 す る 。 早 期 の 住 居 跡2棟 の 間 に は 、 当 該 期 に 属 す

る墓 堰1基(SK251)が 位 置 して い る 。 また 、ST290

周 辺(SK271・272・339)、ST300内(EK344)と そ

の周 辺(SK314・315・324・325)に お い て 袋 状 土 坑 の

分 布 が ま と ま っ て 認 め られ 、 縄 文 時 代 の 住 居 跡 に付 随

す る貯 蔵 穴 群 と み られ る 。 な お 、 こ れ ら の 住 居 跡(S

T240・242・290)に は 、 土 製 品 の 有 孔 円板 が 複 数 伴 出

して お り、留 意 され る 。 そ の 他 の遺 構 と して は 、 北 辺 部

に 溝 跡3条(SD209・210・243)と 北 東 ・南 西 部 に井

戸 跡2基(SE327・285)が そ れ ぞ れ 分 布 して い る。 こ

れ ら は概 ね 中 世 に属 す る もの と思 わ れ る。 第2次 調 査 に

お け る 出土 遺 物 は整 理 箱 に して3箱 だ が 、 遺 構 に伴 う遺

物 の 割 合 は87.8%と 高 く、 そ の 帰 属 時 期 を判 断 す る有 効

な 資 料 とな っ て い る。 した が っ て 、 遺 物 の分 布 につ い て

も、 遺 構 と相 関 した状 況 を示 して い る。

調査全体の成果を概括すると、総 じて第1次 調査では

弥生時代の遺物、一方、第2次 調査では縄文時代の遺構

を主体 とする結果が得 られた。第1次 調査で出土 した弥

生時代中期後半の土器および第2次 調査で検出された縄

文時代早期の竪穴住居跡は、いずれも県内では資料数や

調査例が少な く、貴重な発見 と言えよう。今回の調査

に よって上大作 裏遺跡 は、主 に縄文時代(早 期 ・前

期)・ 弥生時代(中 期)・ 平安時代(9世 紀)・ 中世

(13世 紀)の 複合遺跡であることが明らか となった。

遺跡の北東には、当該期の土器片が採集 された掛在家

遺跡(縄 文時代前期初頭 ・弥生時代 中期後葉)さ らに

は高山原遺跡(縄 文時代前期初頭)が 隣接 している

(佐藤1987・1990)。 また、第1次 調査からは、集落 と

して定着 を見せ始める弥生時代の住居跡が、周 囲に存

在 する ことも予測 され る。旧河道右岸 の 自然堤 防に

沿 って、遺跡はさらに広がる可能性がある。

引用文献

佐藤鎮雄1987『 南陽市 史 考古資料編』南 陽市史編 さん委員会

佐藤鎮雄1990『 南陽市 史 上巻』南陽市史編 さん委員会

山形県教育委員会1997『 分布調査報告書(24)』 山形県埋蔵文化財調査報告書第198集

山形県教育委員 会2007『 分布調査報告書(33)』 山形県埋蔵文化財調査報告書第207集

山形県教育委員会2008『 分布調査報告書(34)』 山形県埋蔵文化財調査報告書第208集
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IV検 出遺構

IV検 出 遺 構

1第1次 調査の遺構

第1次 調査では120基 の遺構iが検出された。主な遺構i

としては、縄文時代の陥穴、焼土堆積土坑、畝状遺構 な

どがある。この他に遺構ではないが、調査区東 ・南端の

段丘縁辺において多量の遺物 を混在する堆積層が確認さ

れた。

以下に、種別ごと主要な遺構の概要を記す。

(1)土 坑 ・ピ ッ ト

100基 余 りの土坑 ・ピッ トが検出された。出土遺物 な

どから帰属時期が明らかなものは一部に限られるが、概

ね縄文時代、弥生時代、奈良 ・平安時代に属するものと

思われる。調査区北西部において土坑 ・ピッ トが密集す

る様相 を呈 してお り、中には柱穴とみられるピット群も

あ るが、遺構 を構成す る規則 的な配置 は認め られ な

かった。また、調査 区南縁辺 に沿 って、奈良 ・平安時

代の土坑 ・ピッ トと焼土堆積土坑が集中 して分布す る

傾向が窺 えた。

以下では、陥穴1基 ・焼土堆積土坑2基 、その他 に主

要な遺物が出土 した土坑 ・ピットなどを取 り上げて概説

する。

陥 穴

SK75(第9図 写真図版19・21・23)

調査区中央部北側(56・57-12グ リッド)に 位置し、

東に畝状遺構が近接する。他 に並列するような陥穴は認

め られず、単独的な在 り方 を示 している。平面形は不整

隅丸長方形を呈 し、長軸は等高線の傾斜に沿った方向を

示 している。壁面は垂直あるいはややオーバーハ ングぎ

みに立ち上が り、底面 は平坦で開口部に即 した不整長

方形 を呈す る。底部 に逆茂木痕 と考え られ るような

ピッ ト状 の掘 り込みは認め られなか った。規模は長径

1.7m・ 短径0.9m、 検出面か らの深さ70cmを 測る。覆土

は黒色系 シル トと黄褐色系砂礫がほぼ水平な状況で交

互に重な り、 自然堆積 による もの と考えられる。出土

遺物 は、覆土か ら弥生時代 中期中葉の土器片(遺 物:

261)や ブレイクのほか、縄文土器片(遺 物:前 期末葉

の1・2を 含 む)が 多 く出土 した。規模 や形状、出土

遺物 か ら、縄 文時代前期末葉 に属す る陥穴 と判 断 さ

れ、段丘縁辺の旧河川へ と向かう獣道 に配 されたもの

と推測される。

焼 土 堆 積 土 坑

SK30(第10図 写真図版4・19・21・23)

調査区南東部(59-15グ リッ ド)に 位置 し、SX100

南端 に近接する。平面形は不整楕円形を呈 し、壁面は南

東 に段 を形成 して緩やかに立ち上がる。規模は長径1.9

m・ 短径1。6m、 検出面か らの深 さ53cmを 測 る。底面に

おいて焼土の堆積が確認 されている。出土遺物は、覆土

から弥生土器片(遺 物:257～259)、 平安時代 の須恵

器片(遺 物:278)、 磨 り痕のある礫片、砥石片、ブレ

イクのほか、縄 文土器片が多 く出土 した。帰属 時期

は、概 ね平安時代と考えられる。

SK120(第8図 写真図版23)

調査区南西部(54-16グ リッド)に 位置 し、東に古代

の土師器片を伴 出するSP118が 隣接する。平面形は楕

円形で、底面が浅 く平 らな皿状を呈 している。規模は長

径0.8m・ 短径0.6m、 検出面か らの深さ20cmを 測 る。検

出面の表層にあたる覆土1層 において、ブロック状の焼

土 の堆積が確認 されている。出土遺物 はな く、帰属時

期は不明である。

その 他 の 土 坑 ・ピ ッ ト

SK9(第8図 写真図版21・23)

調査区東部中央(59-14グ リッド)に 位置し、南東 を

SP10に 切 られる。平面形は楕円形 を呈 し、緩やかに湾

曲 して浅 く掘 り込 まれる。規模 は長径1m・ 短径0.7

m、 検出面か らの深 さ12cmを 測る。出土遺物 は、覆土

から石匙(遺 物:68)が 出土 した。帰属時期は、概ね縄

文時代 と考えられる。

SP73(第8図 写真図版4)

調査 区を横断する農道の中央部東側(55-14グ リッ

ド)に 位置 し、農道に沿って並列するピット群の一部で

ある。平面形 は不整円形 を呈 し、壁面は急に立ち上が
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り、底部はやや丸みをおびる。規模は直径32cm前 後、

検出面からの深 さ18cmを 測る。出土遺物 は、覆土か ら

弥生時代 中期後半の土器片(遺 物:260)と ブレイクが

出土 した。帰属時期は、概ね弥生時代 中期後半 と考えら

れる。

SK90(第8図 写真図版4・21・23)

調査区南縁の農道東側(56-17グ リッ ド)に 位置 し、

SX100南 端 に近接す る。平面形 は不整 隅丸方形 を呈

し、壁面は急に立ち上が り、底部は南東に傾いている。

規模 は両径 とも0.9m前 後、検 出面か らの深さ62cmを 測

る。出土遺物 は、覆土か ら平安時代の須恵器片、砥石

片、 ブ レイクのほか、縄 文土器片 と弥生土器片(遺

物:中 期 中葉の262・264と263を 含 む)が 多 く出土 し

た。帰属時期は、概 ね平安時代 と考えられる。

SK101(第8図 写真図版4・21・23)

調査区南東端(60-15グ リッ ド)に 位置 し、SX100

南端の東側ベル ト内か ら検出された。重複関係は、SX

100の 覆土1・2層 の下面 において堆積層 を切 ってい

る。平面形は不整 円形で、底部が狭 まる揺鉢状 を呈 し、

段丘面 に沿 って開口部が傾いている。規模 は直径0.8m

前後、検 出面か らの深 さ38cmを 測 る。出土遺物は、覆

土 か ら奈 良 ・平安 時代 の土師器片 と平安時代(9世

紀)の 須恵器片(遺 物:274)が 出土 した。帰属 時期

は、概ね平安時代 と考えられる。

SP118(第8図)

調査区南縁の農道西側(55-16グ リッ ド)に 位置 し、

西に焼土 を堆積するSKl20が 隣接する。平面形は楕円

形を呈 し、緩やかに湾曲して浅 く掘 り込まれる。規模は

長径46cm・ 短径36cm、 検 出面か らの深 さ22cmを 測

る。出土遺物は、覆土から縄文土器片 と奈良 ・平安時代

の土師器片が 出土 した。帰属時期は、概 ね奈良 ・平安

時代 と考えられる。

(2)畝 状 遺構(第3図 写真図版9)

調査区北東部(57～60-11～13グ リッド)の 南北9.8

m× 東西13.6mの 範囲内で検 出された。28cm前 後の間

隔で、南北方向に並行する畝状の溝跡群である。各溝跡

の規模は、長さ4m・ 幅24cm前 後 を測る。溝跡 の大 き

さや方向 ・間隔が一様であることから判断 して、畑の畝

跡 と思 われる。出土遺物 はな く、帰属時期 は判然 とし
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ないが、概ね近世以降の比較的新 しい時代 の ものであ

ろう。

(3)段 丘堆積層

SX100(第11図 写真図版9～11)

調査区東端(59～62-11～13グ リッ ド)お よび南端

(57～61-15～18グ リッ ド)に 位置 し、 自然堤防の縁辺

にあたる段丘の落ち込み部分で確認 された堆積層 であ

る。堆積層に近接する調査区南縁辺には、重複するSK

lO1を は じめ、SK30・90と いった平安時代の土坑がま

とまって分布する。規模 はSXlOO南 端の東側ベル トに

おいて、現地形における段丘上端 までの幅4Bm、 現地

表面か らの深 さ1.8mを 測 る。土層観察か らは、地山に

由来する とみ られる黄色粘土ブロックを覆土 に多 く含

むなど、人為的な埋 め立てによる堆積であることが看

取された。特 にSXIOO南 端においては、均質な土層が

幾重 にもわたって水平 に堆積することか ら、表面 を均

しなが ら埋め立 てる行為が くり返 し行 われた もの と考

えられる。堆積層内からは第1次 調査 における全 出土

量の98.7%に も及ぶ遺物が出土 してお り、縄文～平安時

代の遺物が層全体 に混在す る状況 を呈 していた。 な

お、下層 において主体 を占めたのは、弥生土器(中 期

後半)で あった。 これらのことから、本堆積層の堆積

が始まったのは弥生時代中期以降で、遅 くとも平安時代

には旧地形 における段丘上端のレベルまで、ほぼ埋め立

てが完了していたものと推定 される。
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SX100東 端 のベル ト(第3図a-a')
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10YR3/2黒 褐色
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10YR3/1黒 褐色

10YR3/1黒 褐色

10YR2/1黒 色

10YR3/1黒 褐色

10YR3/1黒 褐色

10YR3/1黒 褐色

10YR5/1褐 灰色

10YR5/1褐 灰 色

10YR1.7/1黒 色

5Y4/1灰 色

10YR2/2黒 褐色

10YR4/2灰 黄褐色

10YR2/2黒 褐色

シル ト

シル ト

シル ト

粘 質土

粘 質土

粘 質土

シル ト

シル ト

シル ト

砂 質土
シル ト

シル ト

粘 質土

シル ト

粘 質土

砂 質土

粘 質土

砂 質土

砂 質土

(しま りを欠 く 砂礫 混入)

(やや しまりを有す 砂粒 混入2mm大 の炭化粒 を少 し含む)

(やや しまりを有す 砂粒 混入2mm大 の炭化粒 をわずかに含む)

(やや しまりを有す 砂粒 混入10YR7/8粘 土 ブロ ックを多 く含 む)

(やや しまりを有す 砂粒 混入10YR7/8粘 土 ブロ ックを多 く含 む 風化礫 を多 く含む)

(やや しまりを欠 く砂粒 混入10YR7/8粘 土 ブロ ックを多 く含 む)

(しま りを欠 く 砂粒混 入2rnm大 の炭化粒 をわずかに含む)

(やや しまりを有す 砂粒 混入 風化礫 をやや多 く含む)

(やや しまりを欠 く砂粒 混入 風化礫 をやや多 く含む)

(やや しま りを有す 砂粒混入 風化礫 をや や多 く含む)

(やや しま りを有す10YR4/2砂 質土 を混入す るため、色調が明 るい)

(やや しま りを有す 砂粒混入20mm大 の10YR7/8粘 土ブ ロックを少 し含 む)

(しま りを欠 く 砂粒混入 酸化鉄溶脱)

(やや しま りを欠 く13よ りも砂粒 の混入が多 い)

(しま りを欠 く 砂粒混入20mm大 の10YR5/1粘 土ブロ ックを少 し含 む)

(し ま りを欠 く 粒子の細 かい砂 質土 上位 は暗褐色 を帯び、粘 質土が混 じる)

(しま りを欠 く 砂粒が やや多 く混 じる)

(しま りを欠 く 地 山との漸移層)

(やや しま りを有す 上位 に粘 質土が混 じる)

SX100南 端 の東側 ベル ト(第3図b-b')
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シルト

粘質土

砂質土
粘質土
シル ト
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砂質土

砂質土
粘質土

粘質土
砂質土

粘質土
砂質土

砂質土

(砂礫が多 く混 じる 植物根 を含 む 表面の乾燥が速 く、灰色 を呈す る)

(やや しまりを有す 砂礫 混入 砂質土 との撹拝 状態)

(しま りを有すが、崩落が著 しい 砂礫 と10YR4/4粘 土のブ ロックを含 む 地山の漸移層)

(やや しま りを有す 砂礫 混入1に 比 して黒色が強 く、帯状 に堆積 植 物根 を含む)

(しま りを有す 砂礫混 入4に 比 して色調が明 る く、帯状 に堆積 植 物根 を含む)

(しま りを有す 砂礫混 入5に 比 して若干色調が暗 い 植物根 を含 む)

(しま りを有す 砂礫混入6に 比 して若干色調が明 るい 金雲母 を多 く含 む)

(し ま りを有す 砂 粒混入7に 比 して灰色 が強い10YR7/8粘 土 のブロ ックを含む)

(しま りを有す 砂粒混入20mm大 の10YR7/8粘 土 のブロ ック ・金雲 母を多 く含 む)

(し まりを欠 く砂粒 混入30mm大 の10YR7/8粘 土の ブロック・金雲母 を多 く含 む)

(やや しま りを有す 砂 粒混入10と 同層位であ るが、根 による撹乱が見 られる)

(やや しま りを欠 く 酸化鉄 によ り部分 的に赤 化 してい る)

(し まりを欠 く10に 比 して砂粒の混入 が多 い10YR7/8粘 土の ブロ ックを多 く含む)

(やや しま りを有す 砂 粒混入 同色 の粘土が少 し混 じる)

(し まりを有す 砂粒 混入)

SX100南 端 の西側 ベル ト(第3図c-c')
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(やや しま りを欠 く 砂粒混入 根の混入が著 しい 現表土)

(やや しま りを有 す 砂粒混入 根の混入が著 しい)

(やや しま りを有 す 砂粒混入2に 比 して色調が暗 く、砂 質土が混 じる)

(し ま りを有 す 砂粒混入10YR3/1粘 土のブ ロックを含 む)

(し ま りを有 す 砂粒混入4に 比 して色調 がやや暗い)

(し ま りを有 す 砂粒混入10YR7/8粘 土のブ ロックを多 く含 む 炭化物 を少 し含 む)

(し ま りを有 す 砂粒混入6に 比 して10YR5/4粘 土のブ ロックの粒が小 さい)

(やや しま りを欠 く10YR7/8粘 土 のブロ ックを多 く含む 酸化鉄 溶脱)

(やや しま りを欠 く 酸化鉄 によ り部分的に赤化 してい る)

(やや しま りを欠 く8に 比 して砂質土が混入が多 い 炭化物 を含 む)

(ほぼ純層 しまりを有す るが、もろ く崩落が著 しい)

(やや しま りを欠 く5mm以 下の砂粒 からなる10YR3/2粘 土 を含 む)

(やや しま りを欠 く 砂粒混入10YR7/8粘 土・10YR5/4砂 質土 のブロ ック を含 む)

(やや しま りを有 す 砂粒混入 風化 礫 を含む)

(し まりを欠 く10YR7/8粘 土の ブロックを多 く含 む 酸化鉄 によ り部分的に赤化 している)
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2第2次 調査の遺構

第2次 調査では500基 を超 える遺構iが検出された。主

な遺構 としては、縄文時代の竪穴住居跡 ・墓墳 ・袋状土

坑、中世の溝跡 ・井戸跡、焼土堆積土坑などがある。

以下に、種別 ごと主要な遺構の概要 を記す。

(1)竪 穴住居跡

長方形 ・方形 プランの竪穴住居跡が5棟 検出された。

地形に即 した分布 を示 し、地盤の低い南辺域からは検出

されていない。プランの形状 は縄文時代 において早 ・前

期の特徴を有す るもので、出土遺物からは早期後葉2棟

(ST242・290)・ 前期初頭2棟(ST240・300)と 判

断された。ST252に ついては、時期 ・性格 ともに判然

としない。炉跡はいずれか らも検出されず、付属施設

としては、ST300内 の貯蔵穴 とみ られる袋状土坑1基

のみである。全体的 に出土遺物 も少 な く、季節 などに

よる短期的な住居 としての性格が想定される。

ST240(第12図 写真図版12～14)

調査区北西部(28～30-7・8グ リッ ド)に 位置 し、

南西にST242が 隣接する。西側2/3以 上が倒木痕による

撹乱 を受けたため全体は不明であるが、平面形は概ね隅

丸長方形あるいは隅丸方形 を呈するものと推測 される。

残存す る東側の南北径 で約4m、 検 出面からの深 さは

13cmを 測 る。東側の壁面 に沿 って、壁柱穴 とみ られる

複数の ピットが認め られる。北側の壁際では径25cmほ

どの範 囲に焼土の堆積 が確認されたが、その位置や規

模か らみて炉跡 と判断 される ものではない。なお、貼

床 などは認められなかった。出土遺物は、覆土か ら縄

文時代前期初頭の有孔 円板(遺 物:42)や ブレイクの

ほか、縄文土器(遺 物:早 期後葉の13と 前期初頭の14・

15を 含む)が 多 く出土 した。帰属時期は、概ね縄文時

代前期初頭 と考 えられる。

ST242(第12図 写真図版12～14)

調査区北西部(28・29-9・10グ リッ ド)に 位置 し、

北東にST240が 隣接する。平面形は南北方向を長軸 と

する隅丸長方形を呈 し、長径5.2m・ 短径2.8m、 検出面

からの深 さ35cmを 測 る。周壁 に壁柱穴 とみ られる複数

のピットが廻 らされる。なお、貼床や炉跡などは認め ら

れなかった。 出土遺物は、覆土か ら縄文時代早期後葉
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の土器片(遺 物:16～21)と 前期初頭の有孔 円板(遺

物:43)、 石鍛 の未成品(遺 物:65)、 石匙(遺 物:

75)、 ブレイクが出土 した。帰属時期 は、概ね縄文時

代早期後葉 と考えられる。

ST252(第13図 写真図版14)

調査区北西部(30・31-ll・12グ リッド)に 位置し、

平面形は隅丸方形を呈する。南側に段を形成 して張 り出

し、 さらに溝状の浅い掘 り込みがSK259ま で延 びる。

張 り出 し部分 を除 く規模 は、両径 とも2.5m前 後、検出

面からの深 さは22cmを 測る。覆土2層 の一部において

斑紋状 を呈 し、固 く締 まる粘土層が検 出されてお り、

貼床の可能性 も考え られる。規模や配置 などか ら柱穴

と考 えられるような土坑 ・ピッ トは認め られず、炉跡

なども検 出されていない。出土遺物は、覆土か ら縄文

土器片 と石皿(遺 物:91・92)が 出土 した。この他に平

安時代(9世 紀)の 須恵器片(遺 物:275)も あるが、

検出面の表層から採取 されたものであ り、帰属時期 を

特定する ものかどうかは判然 としない。本遺構は、他

の住居跡 に比 して小規模 で、 プランや構造に も差異が

認められる。住居 としての性格 についても、不明瞭 と

言わざるを得ない。

ST290(第14図 写真図版8・15・16)

調査区中央部西側(29～31-15～17グ リッ ド)に 位置

し、北東周辺には住居跡に付随する貯蔵穴 とみ られる複

数の袋状土坑(SK271・272・339)が 分布す る。重複

関係は、北側をSK286・ 西側をSK288に 切 られ、北西

でSK287を 切っている。平面形は東西方向を長軸 とす

る隅丸長方形を呈 し、長径8。2m・ 短径5.8m、 検 出面か

らの深 さ10cm前 後を測 る。当初の検出段階では、その

規模の大 きさから2棟 重複の可能性 も考 えられたが、

土層断面や完掘状況からみて単一の住居跡 と考え られ

る。周壁 に壁溝が浅 く掘 り廻 らされてい るが、東側で

一部途切 れる箇所については入口施設 との関連 も示唆

される。規模 や配置などか ら柱穴 と考えられるような

土坑 ・ピットは認め られず、貼床や炉跡 なども検 出さ

れなかった。なお、SK287の 覆土から焼土が検 出され

ているが、土層観察から周溝の構築 以前の もの と判断

され、住居跡 との関連 については判然 としない。出土

遺物は、覆土か ら石匙(遺 物:73)や 削器(遺 物:85)

のほか、縄文土器片(遺 物:前 期初頭の28と 早期後葉～
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前期初頭の27・29～33)と 有孔 円板(遺 物:早 期後葉の

44～47と48)、 ブレイクが多 く出土 した。帰属時期は、

概ね縄文時代早期後葉と考えられる。

ST300(第13図 写真図版8・16)

調査区南半部中央(33～35-17・18グ リッ ド)に 位置

し、北側でSK299に 切 られる。平面形は北西 一南東方

向を長軸 とする隅丸長方形を呈 し、北東に一段高 く張 り

出したテラス状の平坦面を有する。張 り出 し部分 を除 く

規模は長径5m・ 短径4.2m、 検 出面か らの深 さ11cmを

測る。南東 ・南西の壁面 に沿 って、壁柱穴 とみ られる

複数のピッ トが検出 されている。貼床や炉跡 は認めら

れなか ったものの、北西隅において貯蔵穴 とみ られる

袋状土坑(EK344)が 検 出されている。なお、本住居

跡の北東 ・南側周辺において も、住居跡 に付随する貯

蔵穴 とみ られる複数の袋状土坑(SK314・315・324・

325)の 分布が認め られる。出土遺物は、覆土か ら石匙

の ミニチュア品(遺 物:77)と 削器(遺 物:84)の ほ

か、縄文時代前期初頭の土器片(遺 物:35・36)と ブレ

イクが多 く出土 した。帰属 時期は、概 ね縄文時代前期

初頭 と考えられる。

(2)溝 跡

調査区北辺部において、大小合わせて3条 の溝跡が検

出された。SD209・210に ついては連続する同一の溝跡

と考 えられるが、別番号を付 してある。また、SD243

は南端 をSD210に 接 し、SD210と 直交する形で北側 に

延びる。接点ではSD210に 切られてお り、構i築時期 は

SD210よ りは古い と思われるが、出土遺物が少な く、

詳細については不明である。

SD209・210(第15図 写真図版17)

調査区北辺部(27～36-9～11グ リッ ド)を東西に横切

る形で検出され、ほぼ直線状 を呈 している。調査区の両

端からさらに調査区外へ延びるもの と思われるが、調査

区内における長さ約43m・ 幅1.3m前 後、検出面か らの深

さ30cm前 後 を測る。断面形は概 ね船底状 を呈 し、底面

の レベルは221.3m前 後 でほぼ水平 となる。重複関係

は、前述 したSD243を 切 り、SK91・92に 切 られる。覆

土は黒色シル トに砂 ・小礫 を多 く含み、レンズ状あるい

は水平な堆積状況を呈することか ら、溝跡の埋没は自然

堆積 による ものと考えられる。覆土には、流れ込み とみ
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られ る縄 文 ～ 中 世 の 遺 物 が 混 在 す る 様 相 を呈 して い た 。

主 な 出 土 遺 物 と して は 、縄 文 時 代 前 期 初 頭 の土 器 片(遺

物:12)、 弥 生 時 代 中 期 中 葉 の 土 器 片(遺 物:266)、 奈 良 ・

平 安 時 代 の 土 師 器 片(遺 物:286・300・301)と 須 恵 器 片(遺

物:8世 紀 前 葉 の299と279・282・298)、 中世(13世 紀)の 陶

器 片(遺 物:291)、 石 匙(遺 物:69・70)、 石 箆(遺 物:79・

80)、 磨 製 石 斧 の 基 部(遺 物:87)、 磨 石(遺 物:90)、 砥 石

(遺物:313)が あ る。 本 溝 跡 は 中世 に属 し、 屋 敷 の 周 囲 に

廻 らす 区画 溝 と して機 能 した もの と考 え られ る 。

(3)井 戸 跡

井戸跡は2基 検出され、調査区北東部 と南西部にそれ

ぞれ位置する。いずれも素掘 りの状態で検出されたが、

土坑の規模や堆積状況、出土遺物などか ら井戸跡 と判断

した。時期 を特定で きる有効な資料 に乏 しいものの、 こ

れらは概ね中世に属するもの と思われる。

SE285(第16図 写真図版18・26)

調査区南西部(33-17・18グ リッ ド)に 位置 し、南東

にST300が 隣接する。開口部は隅丸方形 を呈 し、底部

の中央部で段 を形成 して円筒状に掘 り込 まれる。開口部

は両径 とも1.7m、 不整円を呈する中央部の直径がlm

前後、検出面か らの深 さ40cmを 測 る。土層観察か らは、

中央部の黒色系シル トの堆積層 とその周 りを囲む褐色

系の砂礫層 とが明瞭に区別 された。なお、検 出面では、

中央部の黒色シル ト層の平面形は方形を呈 していた。こ

れらのことから、井戸枠 に即 した隅丸方形の掘 り方の側

面 に方形の井戸枠、あるいは底部には円形の井戸眼が付

設 された可能性 も考えられる。その後、覆土4層 にみ ら

れる砂礫で周 囲を埋め戻す といった構築状況が推定 さ

れる。井戸の用材は残存 しなかったが、恐 らくは腐蝕 し

て しまったか、あるいは、廃絶時に抜 き取 られたもの と

思われる。井戸内の覆土は自然堆積によるものとみ られ

るが、その過程で投棄 されたと考えられる甕や揺鉢の欠

けら、20cm大 の礫がまとまって出土 している。出土遺

物 は、覆土か ら縄文土器片、須恵器片、中世(13世 紀)

の陶器片(遺 物:306～308)、 ブレイクが出土 した。帰属

時期 は、概ね中世 と考えられる。

SE327(写 真図版18)

調査区北西部(34・35-llグ リッド)に 位置 し、北西

に袋状 を呈するSK294が 隣接する。平面形は不整長楕円



形を呈 し、長径1.4m・ 短径0.8m前 後を測 る。当初、地山

と目された褐色系の砂礫層をさらに掘 り込んだところ、

底部から井戸眼と推定される曲物の断片(遺 物:312)が

出土 した。 残存する湾曲面が地面から垂直に立ち上が

る状態で検出され、ちょうど底面の中央 に据え置かれて

いた状況が看取 された。 概ね底部は平坦で円筒状 に掘

り込まれお り、遺物取 り上げの際に人が屈 むとすっぽり

隠れて しまうほどの深 さがあった。規模や形状、出土

遺物か らみて、素掘 りあるいは木組の井戸跡の可能性

が考 えられる。出土遺物は、覆土か ら平安時代の土師器

片、底面か ら前述 した木製品が出土 した。帰属時期は、

概ね平安時代～中世 と考えられる。

(4)土 坑

500基 を超える土坑 ・ピッ トが検 出された。遺物 を伴

うものが比較的多 く、その帰属時期は概ね縄文 ・平安時

代 ・中世に属す るものと思われる。土坑 ・ピットの分布

は、調査区南西端を除く、ほぼ全域にわたる。特 に縄文

時代の貯蔵穴あるいは廃棄穴と考えられる袋状土坑は、

ST290・300の 周辺においてまとまった分布が認め ら

れる。それ らの中には袋状土坑 には含めていない もの

の、やや大型で上部の崩落によ り本来の形状 を留めて

いないとみ られるものもあった。

以下では、墓墳1基 ・袋状土坑9基 ・焼土堆積土坑1

基、その他に主要な遺物が出土 した土坑 などを取 り上げ

て概説する。

墓 墳

SK251(第20図 写真図版19・25)

調査区北西部(30-11グ リッド)に 位置 し、東にST

252が 隣接する。平面形は北西 一南東方向を長軸 とする

長楕円の小判形で、底面が浅 くほぼ平 らな皿状 を呈 して

いる。規模 は長径2 .3m・ 短径1.2m、 検出面からの深 さ

16cm前 後 を測る。覆土は黒色 シル トに砂礫が混 じる単

層で、人為的な埋め戻 しであるか どうかは判然 としな

い。出土遺物は、覆土か ら縄文時代前期初頭の土器片

(遺物:25)の ほか、中央部よ りやや西側 に散在す る状

況で副葬品と推定 される14点 もの石鍛(遺 物:50～63)

が出土 した。人骨 などは検出されなかったものの、規

模や形状 、出土遺物か らみて墓墳で ある可能性が高

い。一括出土 した石鍼は、縄文時代早期 に特徴的な平
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基の形態 を有す るもので、当該期の住居跡 との位置関

係か らも、帰属時期は縄文時代早期 と判断される。

袋 状 土 坑

SK222(第18図 写真図版20)

調査 区中央部東側(35・36-13グ リッド)に位置 し、他

の袋状土坑群 とは孤立 した状況 を示 している。平面形は

不整楕円形を呈 し、壁面はほぼ垂直あるいはオーバーハ

ングして立ち上が り、底面は平坦である。規模は長径2

m・ 短径1.5m、 検出面からの深 さ62cmを 測る。覆土 に

は粘土ブロックや炭化物が混 じる。出土遺物 は、覆土

か ら縄 文土器片 と二次加工 のある石器剥片 が出土 し

た。袋状土坑群 には含 まれていない ものの、規模や形

状、出土遺物か ら、縄文時代の貯蔵穴 と判断される。

SK271(第22図 写真図版25)

調査区中央部西側(31-15グ リッド)に位置 し、南西 に

ST290が 隣接する。平面形は不整楕 円形で、内部が広

がる袋状 を呈 している。規模 は長径1.2m・ 短径1m、

検 出面 か らの深 さ29cmを 測 る。覆土 に炭化物が混 じ

る。出土遺物は、覆土からブレイクが出土した。縄文時代早

期後葉の竪穴住居に付随する貯蔵穴 と考えられる。

SK272(第22図 写真図版20・26)

調査区中央部西側(31-15グ リッ ド)に 位置 し、南西

にST290が 隣接する。平面形は円形で、内部が広がる

袋状 を呈 している。規模は直径1.1m前 後、検 出面から

の深 さ34cmを 測る。出土遺物は、覆土か ら縄文土器片

が出土 した。縄文時代早期後葉の竪穴住居 に付随する貯

蔵穴 と考えられる。

SK314(第26図 写真図版20)

調査区南部中央(35-20・21グ リッド)に 位置 し、北

西にST300が 近接する。平面形は円形で、内部が広が

る袋状を呈 している。規模 は直径0.7m、 検出面か らの

深さ40cmを 測る。出土遺物 はない ものの、当該期の住

居跡 との位置関係や土坑の形状から、縄文時代前期初頭

の竪穴住居 に付随する貯蔵穴 と判断される。

SK315(第26図)

調査区南部西側(33-19・20グ リッド)に 位置 し、北

東にST300が 近接する。平面形は円形で、内部が広が

る袋状を呈 している。規模 は直径0.7m、 検出面か らの

深さ24cmを 測る。覆土 に炭化物が混 じる。出土遺物は

ない ものの、当該期の住居跡 との位置関係や土坑の形状
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か ら、縄文時代前期初頭の竪穴住居に付随する貯蔵穴と

判断される。

SK324(第26図 写真図版27)

調査区南半部中央(35・36-17グ リッド)に 位置し、

西にST300が 近接する。平面形は円形 を呈 し、壁面は

垂直あるいは一部オーバーハ ングして立ち上が り、底面

はほぼ平坦である。規模は直径0.9m前 後、検出面から

の深 さ62cmを 測 る。覆土に炭化物が混 じる。出土遺物

はない ものの、当該期の住居跡 との位置関係や土坑の

規模 ・形状か ら、縄文時代前期初頭の竪穴住居 に付随

する貯蔵穴と判断される。

SK325(第28図 写真図版27)

調査区南半部中央(35-17グ リッド)に 位置 し、南西

にST300が 近接する。平面形は円形を呈 し、壁面はや

やオーバーハ ングぎみに立ち上が り、底面は平坦であ

る。規模は直径0.6m前 後、検出面からの深 さ52cmを 測

る。底部か ら20cm大 の礫が検出された。出土遺物はな

い ものの、 当該期 の住居跡 との位 置関係 や土坑の規

模 ・形状 から、縄文時代前期初頭 の竪穴住居 に付随す

る貯蔵穴と判断される。

SK339

調査区中央部西側(31-15グ リッド)に 位置 し、南西

にST290が 隣接する。平面形 は円形 を呈 し、直径08m

を測る。概ね袋状に広がる形状 を呈 している。出土遺物

は、覆土から縄文土器片が出土 した。縄文時代早期後葉

の竪穴住居に付随する貯蔵穴 と考えられる。

EK344

調査区南半部中央(34-18グ リッド)に 位置 し、ST

300内 、北西の壁際で検 出された。平面形 は楕円形で、

内部が広がる袋状 を呈 している。規模は長径0.7m・ 短

径0.5m、 住居跡の床面か らの深さ32cmを 測る。出土遺

物はないものの、住居内における袋状土坑であることか

ら、縄文時代前期初頭の竪穴住居 に付設 された貯蔵穴

と判断される。

焼 土 堆 積 土 坑

SK306(第25図)

調査区南西部(33・34-19グ リッド)に 位置 し、北 に

ST300が 隣接する。検出面の表層か ら焼土の堆積が確

認されたため、ベル トをそのまま残 した半載状況におけ

る平面記録となっている。 したがって、平面の詳細は判
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然 としないが、土層断面 とベル ト上面に残る焼土の分布

状況か らみた概略を以下に記す。土坑の平面形 は概 ね

楕 円形を呈 し、北側の壁面がオーバ ーハ ングして立ち

上が り、底面 は平坦である。規模は長径1.6m・ 短径1.4

m前 後、検出面からの深 さ43cmを 測る。焼土の分布範

囲は、概 ね直径lm前 後の 円形 の範 囲内 と推定 され

る。重複関係は、SK306が 西でSK334を 切っているも

のと考えられる。覆土に砂 ・細砂ブロックが多 く混 じ

る特徴 を有す る。出土遺物 は時期不 明の土器片1点 の

みで、帰属時期 については判然 としない。

そ の 他 の土 坑

SK206(第17図 写真図版24)

調査区北東端(35-8グ リッド)に 位置 し、南にSD

209・210が 近接する。平面形は楕円形を呈 し、壁面は急

に立ち上が り、底面 は平坦である。規模は長径1.lm・

短径0.9m、 検出面か らの深 さ50cmを 測 る。出土遺物

は、覆土か ら奈良 ・平安時代の土師器片(遺 物:284)

が出土 した。帰属時期は、概 ね奈良 ・平安時代 と考え

られる。

SK220(第17図 写真図版20・21・24)

調査区中央部東側(35・36-12・13グ リッド)に 位置

し、南西に袋状 を呈するSK222が 隣接する。平面形は

不整楕円形を呈 し、壁面はほぼ垂直に立ち上が り、底面

は平坦である。規模 は長径1.4m・ 短径Llm、 検出面か

らの深 さ60cmを 測 る。出土遺物は、覆土か ら中世(13

世紀)の 陶器片(遺 物:303)が 出土 した。帰属時期

は、概 ね中世 と考えられる。

SK236(第19図 写真図版24)

調査区北部中央(31-8グ リッド)に 位置し、北西に

ST240が 近接する。平面形は不整楕円形 を呈 し、壁面

は緩やかに立ち上が り、底面で大小2箇 所が円形に浅 く

掘 り込 まれる。規模 は長径0.9m・ 短径0.6m、 検出面か

らの深 さ18cmを 測 る。出土遺物は、覆土か ら弥生時代

中期後半の土器片(遺 物:156)と 奈良 ・平安時代の土

師器片が出土 した。帰属時期 は、概 ね奈良 ・平安時代

と考えられる。

SK249(第21図 写真図版25)

調査区北西部(28・29-12グ リッド)に 位置 し、北に

SD210が 隣接する。平面形は不整長楕 円形 を呈 し、底

面は平坦で北東に一段高 く張 り出している。規模 は長径



1.8m・ 短径1m、 検出面か らの深さ18cmを 測る。出土

遺物は、覆土から縄文土器片と石鎌(遺 物:49)が 出土

した。帰属時期は、概ね縄文時代 と考 えられる。

SK266(第21図 写真図版22・25)

調査区中央部(31・32-13グ リッド)に 位置 し、南西

に奈良 ・平安時代の土器片 を伴出するSK269が 近接す

る。平面形は円形を呈 し、西側の壁面が段を形成 して緩

やかに立ち上が り、底部 は平坦である。規模は直径L2

m、 検出面からの深さ42cmを 測る。出土遺物 は、覆土

か ら中世(13世 紀)の 陶器片(遺 物:294)が 出土 し

た。帰属時期は、概 ね中世 と考えられる。

SK269(第22図 写真図版20・25)

調査区中央部西側(31-14・15グ リッ ド)に 位置 し、

南西 にST290が 隣接する。重複関係は、南東 をSK70

に切 られる。平面形は不整楕円形を呈 し、壁面はほぼ垂

直あるいはオーバーハ ング して立ち上が り、底面は平坦

である。規模は長径1.4m・ 短径1,2m、 検 出面か らの深

さ36cmを 測る。出土遺物 は、覆土か ら縄文土器片 と平

安時代(9世 紀)の 須恵器片(遺 物:276)が 出土 し

た。帰属時期は、概ね平安時代 と考えられる。

SK274(第22図 写真図版22・26)

調査区中央部(33-16・17グ リッド)に 位置し、南西

にSE85が 近接する。平面形は不整楕 円形を呈 し、東側

の壁面が緩やかに立ち上が り、底部で平坦 となる。規模

は長径2.4m・ 短径2m、 検出面 からの深 さ54cmを 測

る。出土遺物 は、覆土か ら奈良 ・平安時代の土師器片

(遺物:285)が 出土 した。帰属時期は、概ね奈良 ・平

安時代 と考えられる。

SK275(第23図 写真図版22・25)

調査区中央部(34・35-16グ リッド)に 位置し、南東

に中世の陶器片 を伴出するSK309が 隣接す る。平面形

は隅丸方形で、底面が浅 く平 らな皿状 を呈 している。規

模 は両径 とも2m前 後、検 出面か らの深 さ16cmを 測

る。出土遺物は、覆土から須恵器片や中世(13世 紀)の

陶器片(遺 物:307)が 出土 した。帰属時期は、概ね中

世 と考えられる。

SK293(第24図)

調査区北東部(33-10グ リッド)に 位置 し、北にSD

210が 隣接する。平面形は大小2つ の円がやや重なって

並び、小円が南側 に一段高 く張 り出している。土層観察

IV検 出遺構

からは、円形を呈する2つ の掘 り込みの問に切 り合い関

係は認め られない。規模は長径1.2m・ 短径0.3m、 検出

面からの深 さ44cmを 測 る。出土遺物は、覆土から縄文

土器片 と中世(13世 紀)の 陶器片(遺 物:304)が 出土

した。帰属時期は、概ね中世 と考えられる。

SK305(第25図 写真図版22・26)

調査区南西部(33-19グ リッド)に 位置し、北東にS

T100が 近接する。平面形は楕円形 を呈 し、緩やかに湾

曲 して浅 く掘 り込 まれる。底面の3箇 所において、直径

14cmの 円形 を呈するピッ ト状の浅い掘 り込みが認めら

れる。規模 は長径3.lm・ 短径2.2m、 検 出面か らの深 さ

20cmを 測る。出土遺物 は、覆土か ら縄文時代前期初頭

の土器片(遺 物:34)と 二次加工のある石器剥片が出

土 した。帰属時期は、概ね縄文時代 と考えられる。

SK309(第27図 写真図版26)

調査区中央部(35-16グ リッド)に 位置し、北西に中

世の陶器片 を伴出するSK275が 隣接する。平面形は楕

円形で、内部が広がる袋状 を呈 している。規模は長径

1.3m・ 短径1.1m、 検出面か らの深さ58cmを 測 る。覆土

に炭化物が含まれ、底部か らは10～20cm大 の礫がまと

まって検 出された。出土遺物は、覆土か ら須恵器 もし

くは中世陶器片(遺 物:295)が 出土 した。当該期に属

するSK275と の位置関係か らみて、中世 に属するもの

と考えられる。

SK313(第25図 写真図版22・27)

調査区南部中央(36-20グ リッド)に 位置 し、南西 に

袋状を呈す るSK314が 隣接する。平面形は不整楕円形

を呈 し、壁面はほぼ垂直あるいはややオーバーハ ングぎ

みに立ち上が り、底面は平坦である。規模 は長径1.5m・

短径1.3m、 検出面からの深 さ60cmを 測 る。出土遺物

は、覆土か ら土 師器片 と砥石(遺 物:314)が 出土 し

た。帰属時期は、概ね奈良 ・平安時代 と考 えられる。

SK320(第28図 写真図版22・27)

調査区南東部(39-21グ リッド)に 位置し、東にSG

140が 近接す る。平面形は円形 を呈 し、壁面は急 に立ち

上が り、底面は平坦である。規模は直径O.7m前 後、検

出面か らの深 さ38cmを 測る。覆土1層 に炭化物が多 く

含まれる。出土遺物は、覆土から奈良時代(8世 紀)の

須恵器片(遺 物:271)が 出土 した。帰属時期は、概ね

奈良時代 と考えられる。
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IV検 出遺構

〈a-a蟹 〉

SD210

110YR2/2

210YR2/2

310YR2/1

黒褐色
黒褐色

黒色

シル ト

砂

シル ト

(粘土質で しまる7.5YR4/2シ ル トのブロ ックあ り)

(砂混 じり)

SK291

110YRL7/1

210YR2/1

310YR2/2

410YR2/2

510YR4/3

黒 色 シル ト

黒色 シル ト

黒褐 色 シル ト

黒褐 色 砂～粗砂

にぶい黄褐色 シル ト

(砂混 じり 炭化物あ り10YR4/3シ ル トをブ ロック状で5%含 む)

(10YR4/3砂 をブロック状 で3%含 む)

(砂 を多量 に混入10YR4/3砂 をブロック状 で10%含 む)

(砂質10YR2/2シ ル トをブ ロック状で20%含 む)

SK292

110YR2/2黒 褐 色

210YR2/2黒 褐色

シル ト

シル ト

(砂～小礫混入)

(砂～小礫混入10YR4/3細 砂 をブロック状 で5%含 む)

〈b-b'〉

SD210

110YR2/1黒 色

210YR2/1黒 色

シル ト

シル ト

(5mm大 の小礫 を多 く含 む)

(粗砂～小礫 を多量 に混入)

SK247

110YR2/2

210YR2/2

310YR4/4

410YRL7/1

黒褐色
黒褐色

褐色
黒色

シル ト

シル ト

粗砂

シル ト

(炭化物あ り小礫を含む)

(10YR2/2シ ル ト混在5～10mm大 の小礫 を多 く含 む)

(10YR3/4粗 砂 を帯状 に10%含 む)

〈c-c冒 〉

SK248

110YR1.7/1黒 色

210YR4/4褐 色

シル ト

粗砂

(粗砂～小礫 を含む)

(地山)

〈d-d'〉

SD210

110YR2/2黒 褐 色

210YR2/2黒 褐 色

310YR2/1黒 色

410YR2/2黒 褐色

5酸 化 した砂層

610YR3/2黒 褐 色

710YR2/1黒 色

8地 山

シル ト

シル ト

シル ト

シル ト

砂

砂

(10YR2/1シ ル トをブロ ック状 で20%含 む)

(やや粘土質10YR3/3砂 をブ ロック状で10%含 む)

(小礫 を含 む10YR4/4砂 ～粗砂 をブロ ック状 で10%含 む)

(砂 を全体 に混入 小礫 を含 む)

(小礫を含む 下部は酸化)
(小礫を含む)

〈e-e冒 〉

SD210

110YR2/1

210YR2/1

310YR2/2

4地 山

黒色
黒色

黒褐色

シル ト

シル ト

砂～粗砂

(5mm大 の小礫 を多 く含 む)

(粗砂～小礫 を多量 に混入)

(10mm大 の礫 層)

SK246

110YR2/1黒 色

210YR3/4黒 色

シル ト

シル ト

(砂～粗砂混入)

(10YR3/4砂 ～粗砂 を帯状 で20%含 む)

〈f-f'〉

SD210

110YR2/1黒 色

210YR2/1黒 色

シル ト

シル ト

(10YR3/4砂 ～粗砂 をブロ ック状 で30%含 む)

(砂～小礫 を含 み、一部酸化す る)
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V出 土遺物

V 出 土 遺 物

第1次 ・2次 合わせて整理用 コンテナ23箱 分量の遺物

が出土 し、その主だった ものを第29～47図 に示 した。遺

物は土器(土 製品を含む)が 大半を占め、その他の種別

として石器(石 製品)・ 中世陶器 ・金属製品 ・木製品が

ある。これらを縄文時代、弥生時代、古墳時代以降の遺

物に3大 別 して掲載 した。

1縄 文時代の遺物

(1)土 器 ・土製 品

縄文土器の分布は、同時代の竪穴住居跡の存在等から

第2次 調査区に集中 している。全てが小破片で出土 して

お り、数量は整理箱に して0.5箱程度である。掲載にあ

たっては遺構単位で扱ったが、時期的には早期中葉～末

葉、前期初頭、前期後葉～末葉、及び中期に大別 され

る。以下では時期 ごとの分類基準 を示 した後 に、主要

なものについて個々に説明を加 えたい。

第1群 土器(早 期中葉～末葉)

1類:沈 線文+貝 殻腹縁圧痕文により文様構戒 される

もの(39・40)

2類:沈 線文 によ り文様構成 されるもので、a:棒 状

工具あるいは竹管状工具によ り太い沈線文 を施

文する もの(26・38・41)と 、b:間 隔の密 な

沈線文を異方向か ら交互に施文するもの(18)

に細分できる。

3類:棒 状工具等 による連続刺突文が重層的に施文さ

れるもの(16)。

4類:器 の表裏両面に条痕文を施文する、いわゆる条

痕文土器(3)。

5類:表 面には縄文、裏面 に条痕文を施文する、いわ

ゆる縄文条痕文土器(13・20・21・44)。

6類:器 表裏面 とも縄文が施文される、いわゆる表裏

縄文土器(17・19・45～47)。

第 皿群土器(前 期初頭)

1類:撚 糸圧痕文が施されるもの(28・34)。

2類:ル ープ文 を施す もの(14・15・25・42・43)。

3類:羽 状縄文を施文するもの(12・35～37・43)。

4類:組 紐回転文が施文されるもの(29)。

第皿群土器(前 期後葉～末葉)

1類:口 縁 部 に粘土紐 を鋸歯状 に貼 り付 ける もの

(11)。

2類:口 縁部に貼 り付けた細い粘土紐上に細かな刻み

目を施文する、いわゆる結節浮線文土器(1)。

3類:口 縁部に結節回転 による綾絡文を施文するもの

(2)。

4類:口 縁部に楕円や斜沈線などによる連続 した刻み

目を施文する類(4・5)。

第N群 土器(中 期)

1類:口 縁部の区画内に沈線による文様を充填するも

の(24)。

2類:隆 ・沈線によって囲んだ区画内に地文を充填す

るもの(6～9)。

第V群 土器:表 面に縄文や撚糸文の地文のみを施文す

る一群(22・23・27・30～33)。

以上の5群16類 に分類 した。

1・2はSK75か ら出土した深鉢口縁部片で、第皿群2・3

類に属する。1は 口縁部に粘土紐で方形の文様帯を作り、そ

の区画内にも粘土紐の貼り付けにより文様構成 される。こ

れらの粘土紐上には、半載竹管状の工具で左から右へ、ま

たは下から上へ向かって連続 した刻み目が施文される。

3～11はSX100か らの出土土器で、第1群 ～V群 ま

での内容を包括 している。薄手の3は 条痕文土器で、表

裏面とも研磨調整 した後の器面に条痕文が施文される。

4は 口唇にV字 形のス リットを入れ、 さらに肥厚 した口

縁部下端にも刻み 目状の沈線を施 している。5も 肥大す

る口縁部が特徴的で、頸部 に平行沈線 を引いた後、そ

の直上に刺突 による円文が廻 らされる。6は 裾広が り

で頂部に稜 をもつ隆線 を貼 り付 け、隆線内側には線引

き後に磨 きを加えた調整沈線 を伴っている。7の 口縁

部片には、稜の低 い微隆起線による囲みを形成 してい

る。8は 隆帯沿いに太くて挟 りの深い沈線を引き、その内部

に地文が施文される。9は 稜のない低い隆線 によって囲
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んだ区画内部に、RLR原 体の複節縄文を充填 している。

11は 波状縁を呈す口縁直下に、細い粘土紐を鋸歯状 で2

段に貼り付 けて文様帯を構成する。SD210出 土の12は 、撚

りの異なる2本 の原体を結束した羽状縄文が施文される。

13～15・42はST240か ら出土 した遺物で、第1群5

類 と第1群2類 とにより組成される。13の 表面の地文は

0段 多条の斜縄文である。14は ループ文の原体 を崩れた

まま回転させたことによる文様 と解 され、本来的には15

と同様の多段形態を呈 したと考えられる。42の 有孔円板

は、小破片を利用 した ものであるため表面の文様 を判

別 し難いが、裏面が研磨 される点や胎土 などは14と 共

通 してお り、同一個体の可能性が高い。

16～21・43はST242の 出土遺物で、第1群2類b・

3類 ・5類 ・6類 、第 ■群2類(3類 併用)の 各類で組

成 される。16の 口縁部には、棒状工具の先端を使用 した

と思われる円形の連続刺突文が、口縁直下か ら7段 に

亘って施文 される。18は 地文の上から平行沈線 を交互施

文 した口縁部片である。表裏縄文土器の17・19は 器壁

が10mm前 後の厚手で、胎土 には多量の繊維 を含 んでい

る。20・21は 縄文条痕文土器で、胎土中に繊維 の混入

が認められる。43は ループ文 と非結束羽状縄文 により

文様構成されるもので、裏面は精緻な研磨がなされる。

22～26は 各遺構か ら単発的に出土 した土器である。22

は地文として撚糸文が施 された深鉢の体部片である。23

は口縁直下からLRの 斜縄文が施文 され、口唇に も同じ

原体による回転文が付されてお り、胎土には多量の繊維

が混入する。24の 口縁部資料は、肥厚する口縁に連続 し

てス リットを入れ、頸部上に横位沈線 を引いて文様帯

を区画 している。器面が摩滅 してお り観察 し難 いが、

文様帯 には撚糸圧痕文の痕跡が微か に見て取れ る。25

は多段 に施されたループ文 と認識できるが、14同 様に

原体が崩れた状態での施文 と思 われる。第1群2類aの

26は 、表裏面 とも丁寧に研磨調整 される。

27～33と44～48はST290出 土の一括資料で、組成に

は第1群5類 ・6類 及び第1[群1類 ・4類 の内容を含ん

でいる。有孔円板が5点 出土 しているが、46は 側縁の加

工が未完了なことか ら、製作途中で破損 したものと考え

られる。これらは裏面への施文の有無により、44が 縄文

条痕文土器、45～47が 表裏縄文土器に分類 される。第

V群 に属す るもののうち27・32は 無節、29・31・33が

V出 土遺物

単節の縄文である。30は23と 同様、平坦な面を有する口唇

にも施文 されており、口縁が外反する形態も共通する。

34はSK305出 土で、口縁直下に撚糸圧痕文 を施 して

いる。35・36はST300か ら出土 した土器片で、撚 りの

異なる2本 の原体を使用 した非結束羽状縄文が施文 され

る。38～40は 包含層取 り上げの資料で、第1群1類 及び

2類aの 土器である。胎土中に繊維 を含まず、色調は赤

褐色 を呈する。 口縁部片 の40は 瘤状の小突起 を口縁 に

付 し、口縁の裏面には貝殻腹縁 による連続 した刻み 目

を廻 らす。表面の施文 は横位の平行沈線 と楕 円状 に施

した貝殻腹縁圧痕に より描 出され、裏面は刻み 目直下

から精緻に研磨される。39も 区画文的な沈線 間に貝殻腹

縁圧 痕が認め られ る。41は 器形が窺 える唯一の資料

で、SK332と 包含層出土破片が接合 した深鉢の上半部

である。口縁部が内弩 ぎみに立ち上がる器形で、口縁

形態 は波状縁 となる。横位平行沈線で口縁部文様帯 を

区画 し、鍵手状 を呈す る数条の沈線によ り文様構成 さ

れ、鍵手状沈線の連結部には小突起が付 される。

なお、第V群 土器 として一括 した ものは各遺構での伴

出関係から、第1～11群 土器に属するものと判断される。

(2)石 器

石器の種類は打製石器 ・磨製石器(石 斧)と 礫石器の

別がある。38点 図化 した打製石器には、石鍛 ・石槍 ・石

匙 ・石箆 ・掻器 ・削器の定形的器種が存在する。また、

礫石器には磨石 と石皿の2種 が認め られる。

〈石鍼〉折損品や未成品を含めて18点 が出土 した。内

訳は基部 の形状 による分類で、平基鍍15点 、凹基錺i2

点、有茎鍛1点 である。

49～63は 平基鍛で、このうち14点 はSK251か ら出土

した一括資料である。細身を呈 し、基部は細かい押圧剥

離により調整加工 されている。完形品から知られる全長

が40mmを 超 える大型品と、25mm前 後を測る小型品の二種

が存在するようだ。 これらは、縄文時代早期 に特徴的な

形態の石鐡 と認識で きる。凹基鐡2点 の うち、64は 基

部を深 く挟 り出す ことで脚部が作出 され、右脚部が折

損 しているものの左右対称形 となる。65は 基部に凹弧

状の僅かな挟 り込みが入るが、全体の形状が整わないこ

とか ら整形加工途中の未成品と思われる。有茎鍛の66は

尖頭部の下半か ら丸みを帯びて茎に至 り、尖頭部 と基部
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の長 さの比は約7:3を 測る。

<石 槍>67の1点 のみが出土 した。横長剥片を素材 と

し、主要剥離面側に施された押圧剥離によって尖頭部を

作出しているが、全体的に形態が整わないので未成品と

考えられる。

〈石匙 〉相対する二つのノッチを入れることによって

作出されたッマ ミをもつ石器で、10点 出土 した。全て縦

長剥片 を素材 としてお り、主要剥離面側の調整加工 に

よって基部を作出している。

68～73は 、主要剥離面側右辺に微細な剥離で刃部を作

出し、そこから背面側の左辺に主要剥離面より大きな剥離

を施 して整形する、いわゆる松原型石匙である。形態的に

は左右の側縁が非対称形で、正面(背 面側)の右側縁が直

線状をなし、左側縁が弧を描くかあるいは「く」の字状に屈

曲するタイプである。なお、68・69は 使用痕を示す刃部の

光沢が肉眼でも確認できる。74は 縦長であるが、直線状

をなす下端の縁辺に刃部が作出される。小型品の75は 正

面右側縁が弧を描 き、左側縁が「く」の字状 に曲がって肩

を張る形態のもので、刃部の押圧剥離は背面側にのみ施さ

れる。これらには松原型石匙特有の打面調整が認められな

いことから、上記の一群とは区別される。幅広剥片を素材

とした76は 、素材の末端側にッマミが作出され、調整加工

は主要剥離面側に集中している。時代的に松原型石匙は

前述の平基鍛と対応するが、76は 有茎鍛等と共伴 している

ことから、縄文時代早期以降のものと思われる。77は 鉄

石英製のミニチュア品であり、両側縁 とも「く」の字状に屈

曲した形態を呈し、下端の縁辺を刃部としている。

〈石箆〉素材となった剥片の両面に調整加工が施され、

その長軸の末端が刃部になる石器で、3点 出土 している。

78は撲形で両刃状の刃部をもち、丸みを帯びた刃部先

端の一部に磨耗が確認で きる。大型品であ り、打製石斧

の用途が考えられる。79は 方形様の短冊形を呈 し、丸み

を帯びた掻器状の刃部をもつ。主要剥離面側は側縁部だ

けに周辺加工が認められ、背面側にのみ施された縦 に伸

びる正方向の剥離 によって刃部が作 出される。80は 撲

形で刃部が片刃状 とな り、直線状 をなす刃部 には微小

な剥離痕が見 られる。

〈掻器 〉急角度の調整加工 によって刃部を作出した石

器で、2点 出土 した。

81は素材末端が刃部となり、微小 な押圧剥離によって整
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形される。左右両側縁にも調整加工が認められるが、角度

が浅 く掻器の刃部とはならない。82は 全縁辺が押圧剥離

で加工されており、素材末端と右側縁 が刃部 となり得るも

のである。刃部は79同 様に微小な押圧剥離で作出される。

〈削器〉剥片の縁辺に連続的に調整加工を施 して刃部

を作 出した石器で、4点 が出土 した。

83は 調整打面から剥離 した分厚い縦長剥片 を素材 とし

ている。右側縁 に鋸歯状の刃部が作出され、左側縁を敲

打で潰 している。84は 調整打面から剥離 した縦長剥片 を

素材 として、素材の両側縁が主要剥離面側の片面加工、

末端が両面加工の刃部 となるものである。85は 平坦打面

か ら剥離 した縦長剥片 を素材 とし、左側縁 に片面加工

に よる刃部 を作 出 している。84・85は 打 面開始 部に

コーンが見 られることか ら、ハー ドハ ンマーによる直

接打撃で素材剥片が剥離 されたと考 えられる。86は 両

側面 を折 り取 ることで成形 し、素材剥片の両端 に両面

加工の刃部が作出される。

〈磨製石斧〉折損 した基部側 と見 られる87が1点 出土

している。両側縁が面取 りされる定角式の ものである

が、研磨 されていないことか ら、製作途中で破損 した可

能性が高い。先端下の一面 には敲打痕が観察 されるた

め、折損後に敲石として利用されたとも考えられる。

〈磨石〉河原石の礫面に磨痕をもつ石器で、3点 を図

化 した。形状は棒状または板状を呈するもので、礫面の

ほぼ全体を磨面として使用 している。

棒状形態の88は 先端部を含めた礫面全体が平滑であ

り、楕円柱を呈する磨石である。末端に凹痕があ り、亀

裂 を生 じていることから、敲石 としての用途 も兼ね備え

たものであろう。89は 板状の扁平礫で、横断面形が蒲鉾

形 を呈する。側面を含めてほぼ全面が使用 されてお り、

特 に末端部は凹部がで きるほ ど磨痕が顕著である。90

は三角形様の横断面 を呈す る柱状礫 で、破断面 を含め

た全面を磨面 と して使用 してお り、三角形状の一側面

には磨痕跡を示す斜方向の線上痕が明瞭に残る。

<石 皿>91は 扁平な河原石の両面 を敲打 と磨 きにより

水平 に仕上 げた石皿で、全体の約1/4は 欠損 してい

る。被熱により両面 とも淡い赤黒色 を帯びる。91と 同一

遺構か ら出土 した92は 、研磨によって一面が浅 く窪む状

態か ら、石皿 に分類 して掲載 した。方形の立方体 を呈

し、平滑な磨面を形成 している。
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表3打 製・磨製石器属性表

物

号

遺

番
器種 出土地点 石材

刃部

形態

長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

量重

　9(
備考

49平 基鎌 ST249 珪質頁岩 33.7 12.4 3.7 1.5

50平 基鎌 ST251 珪質頁岩 4LO 12.0 3.9 1.7

51平 基鎌 ST251 珪質頁岩 41.7 12.6 3.7 2.0

52平 基鎌 ST251 珪質頁岩 3&3 11.5 4.1 1.5

53平 基鎌 ST251 珪質頁岩 332 12.9 4.2 1.8先 端 欠

54平 基錺i ST251 珪質頁岩 34.1 12.1 3.9 L6先 端欠

55平 基鍛 ST251 珪質頁岩 352 11.8 4.5 L7先 端欠

56平 基鍛 ST251 珪質頁岩 33.3 13.6 3.9 18

57平 基鍛 ST251 珪質頁岩 30.7 12.8 4.2 L8先 端 ・基部一 部欠

58平 基鍛 ST251 珪質頁岩 250 11.4 4.4 L3先 端欠

59平 基鍛 ST251 珪質頁岩 245 11.4 3.6 0.9

60平 基鍛 ST251 珪質頁岩 247 13.6 3.8 L5先 端欠

61平 基鍛 ST251 珪質頁岩 247 11.8 3.3 0.9基 部欠

62平 基鍛 ST251 珪質頁岩 195 13.6 3.3 0.9先 端欠

63平 基鍛 ST251 珪質頁岩 202 10.2 3.7 0.7先 端欠

64凹 其錫i SX100F3 珪質頁岩 247 17.5 3.6 0.9右 脚 欠

65凹 基錫i ST242 珪質頁岩 255 21.6 6.8 3.4未 成 品

66有 茎鍛 SX100F3 珪質頁岩 422 10.8 4.1 1.2先 端 欠

67石 槍 SK231 珪質頁岩 720 43.8 11.8 22.3未 成 品

68石 匙 SK9 珪質頁岩 外弩 962 22.1 11.9 13.7松 原型石匙

69石 匙 SD210 珪質頁岩 外弩 75.4 20.5 8.9 108松 原型石匙

70石 匙 SD210 珪質頁岩 外弩 6L8 16.7 6.2 5.9松 原型石匙

71石 匙 SK231 珪質頁岩 外弩 52.3 24.5 6.7 5.9松 原型石匙

72石 匙 SK273 珪質頁岩 外弩 4&4 31.7 11.8 10.5松 原型石匙

73石 匙 ST290 珪質頁岩 外弩 458 22.4 5.7 4.7松 原型石匙

74石 匙 SG340 珪質頁岩 直線 732 27.7 11.1 16.2

75石 匙 ST242 珪質頁岩 外弩 38.1 19.0 5.1 2.9

76石 匙 SX100F3 珪質頁岩 直線 559 38.8 9.4 16.4

77石 匙 ST300 鉄石英 外弩 2L3 14.0 3.6 0.8ミ ニ チ ュ ア石 匙

78石 箆 SX100F1 珪質頁岩 外弩 88.7 57.3 17.5 73.4打 製石斧 か?

79石 箆 SD210 珪質頁岩 外弩 340 33.5 10.5 13.4

80石 箆 SD210 珪質頁岩 直線 395 259 8.6 6.2

81掻 器 SX100F5 珪質頁岩 直線 40.4 35.6 10.0 10.2

82掻 器 SK261 珪質頁岩 外弩 45.1 30,1 8.4 9.9

83削 器 SK273 珪質頁岩 鋸歯状 87.1 499 19.9 101.4

84削 器 ST300 珪質頁岩 外弩 448 23.0 6.4 5.6

85削 器 ST290 珪質頁岩 外弩 669 27.0 10.4 13.6

86削 器 40-18皿 珪質頁岩 直線 599 41.3 13.1 32.2

87磨 製石斧 SD210 安山岩 595 37.5 25.0 78.2刃 部 欠

表4礫 石器属性表

物

号

遺

番
器種 出土地点 石材

材

態

素

形

長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

聾
㈲

備考

88磨 石 33-17H 安山岩 棒状 1498 50.1 382 446.6

89磨 石 33-17H 安山岩 棒状 1382 57.3 24.4 265.0

90磨 石 SD210 安山岩 棒状 9L3 652 45.5 376.4

91石 皿 ST252 安山岩 略円形 13L5 138.4 40.5 1109.1被 熱

92石 皿 ST252 安山岩 立方体 1762 1487 95.3 410.0
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2弥 生時代の遺物

当該 期 の 出土 遺 物 は 弥 生 土 器 で あ り、 そ の 大 半 が 第1

次 調 査 区東 ・南 端 部 の 段 丘 堆 積 層 で あ るSXlOOか ら集

中 的 に 出 土 して い る 。 数 量 は整 理 箱 に して18箱 で 、 第1

次 ・2次 を合 わせ た 全 体 出土 量 の 約8割 を 占め る 。 時 期

的 に は 中 期 後 半 の 川 原 町 口式 に併 行 す る もの が 主 体 と認

識 で きる 。

弥 生 土 器 の 器 種 に は 点 数 の 多 い 順 に 、 壺 ・甕 ・蓋 ・高

杯 ・鉢 が 認 め られ る 。 図 上 復 元 に て全 形 が 窺 え る もの は

3点 の み で 、 他 は 部 分 的 な破 片 資 料 で あ る が 、 文 様 描 出

方 法 の相 違 や 器 種 構 成 の 差 異 な どか ら2群 に分 類 し、 検

討 の対 象 とす る 。 な お 、 掲 載 にあ た っ て は 出 土 遺 構 と器

種 を優 先 させ て お り、2群 に 分 類 した 土 器 が 混 在 して

い る こ と を断 っ て お く。

第1群 土 器

細 い 沈 線 に よ り重 層 す る文 様 が 、1本 の 串 状 ・ヘ ラ状

工 具 で描 か れ る もの を本 群 とす る(95・99・101～104・

114・126・129・132・134～137・141・142・144～147・

150～152・157・160・162～164・166・168～171・175・

178・179・182・184・185・190・191・193・196・206・

207・209～216・218～221・223・224・226～228・

230・231・238・239・244・246・248・250・252・

253・255・256・259・261・262・264・266)。 器 種 構

成 で は 壺 が 圧 倒 的 に 多 く 、 長 頸 壺 と 無 頸 壺 が 存 在 す

る 。 体 部 が 球 形 を 呈 し、 文 様 は 主 に 口 縁 部 ～ 体 部 上 半

に 施 文 さ れ る 。 沈 線 文 様 に は 渦 巻 文 ・連 弧 文 ・重 三 角

文 や 重 山 形 文 な どが あ り、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ て 描 出

す る 例 や 、 沈 線 間 が 赤 彩 さ れ る も の も存 在 す る。また 、

甕 で は頸 部 下 に結 節 回転 文 を施 す もの が 多 く見 られ る。

第 皿群 土 器

前 群 同 様 の 沈 線 文 様 が 、 固 定 され た2本 の 串状 工 具 も

し くは 半戴 竹 管 を縦 に割 っ た工 具 な どで 、2本 一 対 の 平

行 す る 沈 線 が 引 か れ る もの を 本 群 とす る(93・94・97・

98・109・116・122・124・128・131・133・138～140・

143・148・149・154～156・158・159・165・173・176・

177・181・186・187～189・194・197・202～205・

208・240～243・251・254・258・260・261)。 土 器 の

組 成 は 沈 線 が 観 察 さ れ る も の に 限 れ ば 壺 と 甕 か ら な

り、 描 か れ る 文 様 は前 群 と 同 じ く多 様 な も の が あ る 。
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壷 では口縁 部や頸部 に貼瘤 を付す ものが多 く認 め ら

れ、頸部上端 に断面三角形の突帯が廻 らされる。

以下に図化 した資料についての概要を記す。

93・94は 大形長頸壺の口縁～頸部が窺える資料であ

る。93は 口縁部に2本 同時引 きで描かれた重連弧文や小

波文様が施 される。口縁直下には平行沈線施文後に2個

一対の貼瘤がなされ、貼 り付け箇所が連弧文の山形を形

成する箇所に対応 していることから、一周のうち6箇 所

に付 された ことが知 られる。また頸部 には、連続 して

刻み 目を施 した突帯 を廻 らす。94も 口縁部が連弧文+

貼瘤によって文様構成 され、頸部上半 には区画された

集合沈線文が二段 にわた り描かれる。横位の集合沈線

は、後 に引いた縦位沈線 によ り不均等 に区画 される

が、縦線間は先の横線 をナデ消 した上で、ここにも貼

瘤が付 けられる。頸部下半 は渦巻文を描いた下位 に連

弧文 を施 している。95も 同様の文様構成を有 した頸部

資料で、渦巻文が二段に施文される。96・97は 頸部の資

料である。細身の筒状 を呈する96は 器壁が厚 く、内面

に胎土を盛 り上げて成形 している箇所があ り、不均等

な器厚 となる。体部 との境界付近に1本 の波状沈線が

認め られる以外は無文である。97は 太い頸部 に断面三

角形の突帯 を廻らし、波状の平行沈線文が多段 に施文 さ

れる。98は 長頸壺の頸部～体部上半、99～103は 体部上

半 にあたる資料である。98は 渦巻文や重山形文が規則性

のない稚拙なタッチで描出される。器壁の薄い作 りで、

内面を多方向からヘラナデによって整形 している。99は

頸部下に多条の横位沈線 を廻 らせて体部 と区画 し、体部

文様 は菱形文や三角文の組み合わせ により描出される。

文様帯では、斜縄文の充填とミガキが行われる区間を一

間お きに作出 している。100は 全面に撚糸文が施文され

るもので、内面に輪積痕が残 り、器面は全体が赤褐色 を

呈する。101は 体部上半に渦巻文と重三角文が、下半に

LR斜 縄文が施文される。破片のために図上復元で きな

かった102は 上半に重三角文、下半部にLR斜 縄文の、

103に は渦巻文の施文が観察 される。

104～109は 図上復元できた甕の口縁～体部上半部の資

料である。 これらは器形的に口縁部形態の相違や、法量

の差異などが認められるが、ここでは文様構成に主眼 を

おいて分類の基準 とする。104は 口縁に刻み目を入れ、

横ナデを施 した口縁部下に7条 からなる集合沈線を引い
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V出 土遺物

て縄文 を施文 している。沈線間及び内面は、丁寧なミガ

キによって器面調整 される。105～108は 縄文を施 した口

縁 と、頸部に見 られる結節回転 による綾絡文を特徴 とす

る。口縁部が大 きく外反す る109は 、頸部に縦線で区画

した沈線文を施 している。110～113は 広口の無頸壺であ

る。110・111は 口唇 に縄文 を施す類で、後者 では口縁

部にも施文されるのに対 し、前者 は無文となる。113は

全形が窺い知れるもので、ほぼ直立する口縁部 を無文

とし、体部には全面に撚糸圧痕文が施文される。112も

同類である。

ll4は 甕に分類 した大形品で、口唇に刻み 目が入 り、

4条 の沈線が蛇行 しなが ら口縁部 を廻 っている。115は

大形壷 もしくは甕の体部下半～底部の資料で、狭い平底

か ら大 きく内弩 して立ち上が る器形が知 られる。長頸壺

の頸部下にあたる116に は、渦巻文 と連弧文の施文が認

め られる。117・118の 底部資料に見られる施文はいずれも

撚糸文であり、117は底部中央が上底風に窪んでいる。

第38図(119～134)に は、壷 ・甕の体部上半の破片か

ら図上復元で きた遺物を掲載 した。文様構成が窺えるも

のの中で、122・124・126の 小形甕には、頸部下の集合

沈線 と体部に施 した重連弧文が共通 して見 られる。127

の壷体部片に引かれた沈線は渦巻文 と察せられ、その下

には結節縄文を施文 している。128は 上半部に、間隔が

狭 く細い平行沈線 によって重山形文や重菱文が描出さ

れる。129は 体部か ら短 くつ まみ上げた口縁形態をもつ

無頸壷で、集合沈線+重 山形文 の文様構 成が知 られ

る。131は128同 様、体部中央 に引かれた平行沈線により

文様帯 を区画 している。文様帯には渦巻文が、区画線

下には結節縄文が施文 される。132は 扶 りの深い沈線 に

よる渦巻文 を施 す。133は 重 山形文が描かれた頸部片

で、区画線付近は赤色塗彩の顔料が残 る。134の 体部地

文は、網目状撚糸文かと思われる。

第39図(135～155)は 壺の口縁部資料 を集めて採録 し

た。これらの中で、135・142・144～147・149・154・

155は 口唇に刻み 目を有 し、139・152は 口唇に縄文 を施

文する。文様は重連弧文(135・136・138・141・142・

144～146・151)、 重波状文(137・139・143・147・

149・150・154・155)、 重山形文(140・148)が 主流

であ り、そ の他 では区画沈線文+縦 線文 を施す もの

(152)と 、無文で口縁 に貼瘤 を行 うもの(153)が 存
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在 す る 。147で は 口縁 の 内 面 に も波 状 文 が 施 文 さ れ る 。

146と152は 文 様 描 出前 に縄 文 を施 文 し て お り、 文 様 を

描 い た 後 に沈 線 間 ま た は そ の 一 部 に ミ ガ キ を施 す こ と

に よ っ て地 文 を磨 消 して い る。

第40図(156～177)は 壺 と甕 の 口縁 部 や 頸 部 の 破 片 資

料 で あ る 。 口唇 に刻 み 目 を付 す もの は157・168・169・

175で 、164・167・172は 縄 文 を施 文 す る 。 文 様 は159・

162・163・168・169に 重 連 弧 文 が 、156・173・175に 重

波 状 文 、176に 重 山 形 文 、171に 縦 線 文 が 認 め られ る。 集

合 沈 線 文 が 施 され る もの(157・158・160・164～166・

170・177)の 中 で 、157・170に は 縦 位 の 区 画 線 が 入

る 。168・169・177は 、 口 縁 内 側 に 区 画 沈 線 文 や 波 状 文

を伴 っ て い る 。

第41図(178～210)も 壺 や 甕 の 口縁 部 ・頸 部 ・体 部 の

破 片 資 料 で 、 図 上 復 元 困 難 な もの で あ る。178～192ま で

の 口 縁 部 片 で は 、185・191が 口 唇 に 刻 み 目 を有 し 、

180・184は 口 唇 に縄 文 が 施 文 さ れ る 。 ま た 、192は 口縁

に小 突 起 を有 し、178・181は 口縁 に貼 瘤 が 付 く。 口縁 内

側 の 施 文 例 で182は 波 状 文 、185が 鋸 歯 状 文 、186に は横

位 沈 線 文 な どの バ リエ ー シ ョ ンが 認 め られ る。193は 長

頸 壺 の 頸 部 片 で あ り、 稜 に 刻 み 目 を付 す 突 帯 を二 重 に

廻 らす 。199の 沈 線 間 は 、 ミ ガ キ 調 整 され た 上 で 赤 彩 が

行 わ れ る。 体 部 破 片 の うち 、202と203及 び204と205は 同

一 個 体 で あ る
。 描 出 さ れ る 沈 線 文 様 は 重 連 弧 文 や 重 山

形 文 な どが 多 用 され る が 、188は 格 子 文 、189・202・203

で は 渦 巻 文 も し く は連 結 円 文 、204・205に は 重 菱 文 、

209は 半 円 文 を施 文 す る。196は 頸 部 下 の 集 合 沈 線 文 間

に 、V字 状 文 を並 べ て施 文 して い る 。

第42図 に は 蓋(211～225)、 高 杯(226～229)、 台 付

鉢(230)と 、 鉢 や 深 鉢 の 体 部 下 半 ～ 底 部 資 料(231～

236)を 掲 載 した 。 蓋 で は211と225が 復 元 に て 全 形 の 窺

え る も の で 、 他 は鉦 部 や 上 半 部 の破 片 で あ る 。 小 形 品 の

211は 鉦 部 が 短 い 筒 状 を呈 し、 鉦 の 天 頂 部 が 浅 く窪 み 、

筒 状 を呈 す る 部 分 に は 指 頭 痕 が 観 察 さ れ る 。 体 部 は 緩

く 内弩 し な が ら 口 縁 に至 り、 文 様 と して5単 位 で 周 回

す る連 弧 文 を 描 い て い る 。212も 筒 形 の 鉦 部 を有 し、 天

頂 部 が 深 く窪 ん で 逆 高 台 状 の 形 態 を呈 す る 。 鉦 の 口 縁

に は対 角 線 上 の2箇 所 に 穿 孔 が あ り、 内 側 か ら外 側 へ

向 か っ て 斜 め に貫 通 させ て い る。体 部 に は重 波 状 文 を施

文 す る。213も 天 頂 部 が 挟 られ る短 い筒 状 の 鉦 部 を もつ 。
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3古 墳時代以降の遺物

(1)土 器 ・陶器

古墳時代 の土師器、奈良 ・平安時代の土師器 ・須恵

器、それ以降の中世陶器が出土 している。そのほとんど

が遺構内か ら出土 してお り、数量は整理箱にして2箱 で

ある。実測可能な資料の掲載にあたっては、時代別の器

種ごとに扱ってお り、以下にその概要 を述べる。

267・268の 土師器杯は体部が内弩する丸底形態で、半

球状 を呈する。ケズ リによる器面成形後に、内外面 とも

ミガキにより調整 される。267で は口縁部に横方向の精

緻なミガキが施 されるため、体部 との識別が明確 にで き

る。これ らは内面に黒色処理を受けないことと器形か ら

判断して、5世 紀 中頃の所産と考えられる。

15点 図化 した奈良 ・平安時代の杯 ・蓋 ・高台付杯 と

いった食膳器(269～283)に は、約1世 紀半の時期幅が

ある と推察される。須恵器の杯で最 も古手の269は 底径

の大 きい低平な器形で、底部と体部の境界が不明瞭であ

る。丸底風を呈する底部はナデにより整形されるが、部

分的にヘラケズ リ痕が残る。270～272は 底部ヘラ切 り

無調整 の杯で、法量の違いによる大小が認め られる。

底部が欠損する273・274の うち、273は 法量 ・形態 とも

272に 近似する。一方の274は 、器高の増加 と底径の縮

小化か ら推定 して、回転糸切 りの圷であろう。高台付

杯では、高台の貼 り付 けに伴 うナデ調整 のために切離

法 を判別 し難いが、底径の大 きい282を 除けば回転糸切

りと思われる。SK30か ら出土 した278は 約1/2が 残存

しているが、歪みが激 しい うえ体部外面には自然粕が

付着 していることか ら、焼 き損 じ品であった と考え ら

れる。山笠形 を呈す る277の 蓋は、これら高台を有する

杯 とセ ットになるものである。283は 黒色土器の口縁部

片で、外面にも粗い ミガキが観察 される。

以上の食膳器 に与えられる年代 としては、形態的特徴

から269が8世 紀前葉 まで遡るほかは、270・271が8世

紀第4四 半期、272が 後続する9世 紀第1四 半期で、272

よ り底径が小 さく体部外傾の大 きい273は 第2四 半期、

糸切 り離 しと察知 される274が 第3四 半期にそれぞれ属

す ると推測で きる。 また、口縁部 を欠 く275・276や 高

台付杯 の一群 は、糸切 り離 しであることから、9世 紀

V出 土遺物

第2四 半期 を中心 とする中葉の所産 と認識 される。

壺 ・甕 ・鉢等の貯蔵 ・煮沸 ・調理器の類(284～308)

には、奈良 ・平安時代の土師器 ・須恵器 と、中世陶器の

種別がある。土師器甕(284～289、300～302)の うち、

288・289は 内外面の調整が判別 し難いほど摩滅 してお

り、体部片の289で は成形段階のヘ ラケズリ痕 を微かに

留めるに過 ぎない。底部に木葉痕や網代痕 などが観察

される底辺部資料 の300～302は 、いずれも小形品であ

るが、焼成はかな り堅牢 と言 える。須恵器短頸壺 の口

辺部片である290は 、図上復元か ら口径約8cmを 測るこ

とが知 られ、頸部片の298も おそ らく同様の法量 を有す

るものであろう。頸部 に櫛描波状文が施 された299は 、

器壁の厚 さか ら大形の須恵器壷 と予想 される。291～297

は須恵器 もしくは中世陶器甕の体部片であ り、内面 に

青海波のアテ痕が認められる292は 須恵器、厚手で内面

のアテ具 として小礫が用 い られた と考 えられる291等

は、珠洲系陶器 と理解 される。294は 肩部 にハケメ状の

押印が施文 された、また297で は菊花文が押印された、

共に須恵器系陶器の甕片である。303～308は 甕器系陶器

の揺鉢片で、内外面が赤褐色、胎土は暗灰色 を呈するも

のが多 く、306と308は 同一個体である。卸 し目を認める

資料は303の みであるが、内面の使用 された部位 はいず

れも平滑な揺面 となる。

以上の中で奈良 ・平安時代の壷 ・甕は、前掲 した食膳

器の年代に対応 した時期 の所産 と考えられ よう。299は

頸部に施 した櫛描波状文の特徴から8世 紀前葉に属する

ものか と思われるが、他の土器については時期を特定す

るだけの内容が検知できなか った。一方の中世陶器で

は、押印を付す297や294が 新潟県北部の北越窯(五 頭

山麓古窯跡群)の 製品 に類例が知 られることか ら、13

世紀代の産物と判断される。

(2)そ の他 の製 品

古銭が2点 出土 してお り、309は 北宋で鋳造 された

「皇宋通寳」である。11世 紀中頃の鋳造年代が知 られて

いるが、この時期に該当する遺物は他に出土していない。

311はSX100か ら出土 した耕起具の鍬で、身部には直

柄が挿入 される。刃部の形態から平鍬に属 し、身部の幅

は約llcmを 測 る。身部 の中央 に位置する柄孔 は長方形

で、表面から裏面に向かってほぼ垂直に開けられる。直
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VI総

上大作裏遺跡は南陽市大字砂塚に所在 し、平成8年 度

に縄文時代及び平安時代の遺物散布地 として登録 された

遺跡である。旧織機川の河岸段丘上に立地 し、遺跡の推

定範囲は東西約550m・ 南北約270mの 広が りを有する。

今回の調査 は一般国道113号 赤湯バイパス改築事業に伴

う緊急発掘調査で、遺跡に係 る5,800㎡ を対象 として

2ヵ 年に亘 り実施 した。

検出された主な遺構 は、縄文時代早期末～前期初めの

竪穴住居跡と墓堤や土坑、同前期末葉の陥穴、平安時代

～中世に属する井戸跡や土坑 と溝状遺構 など、計500基

余を数えた。出土 した遺物は整理箱23箱 に相当し、量的

には第1次 調査区の段丘堆積層内か ら一括 して出土 した

弥生土器が主体 を占めた。他 に縄文土器 ・石器、古墳

時代 の土師器、奈良 ・平安時代 の土師器や須恵器、13

世紀代の産物 と目される中世陶器 などがある。 これら

遺構 ・遺物の所在か ら、本遺跡は縄文時代～中世にか

けて断続的に営まれた集落跡であることが判明 した。

以下では、第2次 調査区で明らかになった縄文時代早期

中葉～前期初めの諸相と、近年の調査において周辺遺跡で

も出土例が増加 した弥生土器の様相について検証 したい。

1縄 文時代早期末葉の集落

遺跡から出土 した縄文時代の遺物の検討か ら、早期 中

葉～前期初頭 と前期末葉～中期末葉の二時期に大別され

ることが判明 し、断続的に集落が形成 された ものと考え

られる。大別 した二時期に関しては、本遺跡より北方5

kmに位置する若松山の台地上 に所在する須刈 田大野平遺

跡(南 陽市教委1986)と 全 く一致す る。ただ、 これま

でに県内で確 認されてい る縄文時代早期 ・前期の集落

遺跡 は、その多 くが丘陵地や山麓部 に立地 しているの

に対 し、本遺跡 は北側 に聾える白鷹丘陵か らやや離れ

た沖積平野部に立地する点が大 きな相違 と言える。

第2次 調査区から検 出された竪穴住居跡5棟 のうち、

時期不明な1棟 を除 く4棟 は早期末葉～前期初頭の住居

跡である。このうち、ST240は 重複により全形不明な

が ら、形態 ・規模や主軸方位 などがST300と ほぼ同一
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であることから、同時存在 した可能性が考えられる。一

方でST242とST290は 規模 と住居構造が異 なるもの

の、同 じ主軸方位をもつことか ら考えれば、 こちらも

同時存在 したか近接 した時期 での構築 と見 なすことが

で きる。各住居跡の遺物 は床面密着 で出土 した ものは

な く、ST290に おいて床面直上であった他 は、覆土内

に堆積 した ものである。 したがって出土遺物は、住居

が廃絶 した直後か らの廃棄物 と判断される。住居跡4

棟の掘 り込みは、ST242で 確認面か らの深 さが約35cm

を測る以外はいずれも浅 く、地 山直上層か らの掘 り込

みであったにせ よ、地山層 を深 く掘 り込んでいない こ

とが解 る。 この事象 は大野平遺跡 をは じめ、当該期の

住居跡が検出された置賜地方の他の遺跡で も多 く認め

られることから、この時期の住居跡 は一般 に地山を深

く掘 り込まないとの見解 もある。

県内では前期初頭までに帰属する住居跡がこれまでに

約50棟 確認 されてお り、最 も古いものは米沢市八幡原No.

5遺 跡検出の事例で、関東の稲荷台式に並行する早期前

半 に当たる。第48図 には早期中葉～前期初頭 までの時期

に該当する住居跡で、全形 ・規模が明らかなものの一部

を抽出 し、本遺跡検 出の4棟 と併せ て掲載 した。平面

形 は隅丸方形 ない し長方形 と理解 され、壁柱穴を廻 ら

した住居が多い と言 える。規模 には大小の差異が認め

られるが、隅丸長方形の長辺または方形プランの一辺

が4～5mを 測る ものが一般的と思われる。住居内に

地床炉 もしくは掘 り込み炉 を併設する例では、床面中

央 を避けて幾分外側 に構築 されるようだ。本遺跡ST

290は 大型の住居跡で、検出段階では2棟 重複の可能性

が示 唆 された。床面壁沿い に周溝 を廻 らしているた

め、他 と異な り壁柱穴で上屋 を支える構造ではない。

壁溝が一周す る状況か ら1棟 の住居跡 と認識 したが、

一般的な住居の2倍 の床面積 を有する。出土遺物中に

紡績具と推測される有孔円板が5点 含まれる点などから考

察すれば、共同作業場としての施設と想定しておきたい。

竪穴住居跡の近辺には袋状形態 を呈する土坑やピット

等が配されるが、遺物を包含するものが少ないために、
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住居跡 と共存 して集落を構成 したと考えられる遺構は限

られている。その中で、長軸約2m規 模の小判型 を呈す

るSK251は 、早期 に特徴 的な形態の平基鍛14点 が一括

出土 した。新潟県佐渡に所在する堂の貝塚(金 井町教委

1977)は 石鍛の副葬例として著名であり、中期前半 を主

体 とした土坑群 の中に埋葬人骨 を伴 うものが7基 確認

された。 この うちの1基 の人骨頭部右脇 に大形で画一

性のある石錫i13点が束ねられた状態で出土 したことか

ら、副葬品と判断された。SK251で は中央部 よりやや

西側での散在 した出土状況なが ら、堂の貝塚例 と共通

した内容であ り、出土品 を副葬品 と見て墓墳 と認識 し

た。またST290等 か らは、 これ ら平基鍛 と共 にこの時

期に特有な形態 の、いわゆる松原型石匙が出土 してい

る。調査 区か ら窺い知れ る当該期 の集落 は、竪穴住居

跡4～5棟 に貯蔵穴を含む土坑が30基 前後か ら形成 さ

れた と考えられる。 これ らが一時期の所産 と判断 し得

る資料は少 ないが、住居跡 は一部共存 もしくは近接 し

た時期での変遷 と捉 えて大過 ない と思われる。墓墳 は

1基 のみが単独的に検出されたことから察 して特有 なも

の と認識され、一括出土 した石鍛の様相などか ら、この

集落における特異な人物の埋葬墓と把握 してお きたい。

2縄 文土器の型式

遺跡から出土 した縄文土器は、早期中葉～中期末葉に

かけての内容 を包括 している。 これらの大半 は小破片

で、全体の器形や文様構戒 の察知で きる資料はほとんど

ない。ここでは、先の第V章 一1に 示 した分類基準 に対

しての編年的な位置付 けを行いたい。

第1群 土器は早期中葉～末葉 に属する。県内で当該期

の資料が出土 した遺跡として大野平遺跡のほか、尾花沢

市森岡北遺跡(大 類1979)、 同市いるかい遺跡(山 形県

教委1983)、 大石田町大畑山遺跡(加 藤1972)、 同町玉

ノ木平B遺 跡(小 向1976)、 村山市赤石遺跡(山 形県教

委1981)、 同市山ノ内遺跡(加 藤1982)、 西川町弓張

平A遺 跡(西 川町教委1980)、 同町月山沢遺跡(山 形

県教委1980)、 山形市 にひゃ く寺遺跡(山 形県教委

1985)、 南陽市月ノ木B遺 跡(山 形県教委1989)、 川西

町千松寺遺跡(川 西町教委1980)、 米沢市清水北C(八

幡原Nα24)遺 跡(米 沢市教委1976)、 同市ニタ俣A(八

幡原Nα5)遺 跡(米 沢市教委1983)、 同市梓 山a遺 跡
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(山形埋文2006)、 小国町市野々向原遺跡(山 形埋文

2000)、 旧温海町大淵台遺跡(山 形県教委1981)な どが

挙 げられる。1～3類 は貝殻沈線文系土器 に属 し、1

類 と2類 は関東の田戸下層式に併行す る一群である。

県 内での出土例の うち、赤石 ・大野平 ・ニ タ俣A・ 市

野 々向原の4遺 跡で略完形の鋭角的な尖底深鉢 を認め

てお り、沈線文や貝殻復縁圧痕文に加 え、連続刺突文等

により文様構成されることが知 られる。3類 は田戸上層

式 に併行するもので、東北地方南部の大寺 ・常世式に比

定 される。口縁部に描出された重層的な刺突文を文様要

素 とするが、連続 した刺突文による意匠は前段階におけ

る貝殻復縁圧痕文の置換 となったものであろう。4類 の

条痕文土器は、関東の子母口式～茅山上層式 までの広い

範疇で捉えられる。施文に使用 された工具はサルボウ等

の貝殻復縁によるものと思われ、異方向から施文するこ

とにより文様効果を高めている。5類 ・6類 は茅山下層

式以降の末葉期 に伴 うもので、東北南半ではこれ と併行

関係 にある素山式～大畑G式 に比定されよう。

第H群 土器は前期初頭に当てはめられ、当該期の土器

がまとまって出土 した遺跡 には尾花沢市いるかい遺跡

(前掲)、 大石田町庚申町遺跡(大 石田町教委1984)、

東根市小林A遺 跡(東 根市教委1975)、 天童市上荒谷遺

跡(山 形埋文1996)、 山形市にひゃく寺遺跡(前 掲)、

南陽市大野平遺跡(前 掲)、 米沢市法将寺遺跡(米 沢

市教委1985)、 同市松原遺跡(山 形埋 文1994)、 同市

梓 山a遺 跡(前 掲)、 小 国町墓窪 遺跡(山 形県教委

1982)な どがある。1類 は上川名II式 に比定 される。

図化 した資料 は小片で文様構成が不 明であるが、撚糸

圧痕文に加えて沈線文や刺突文 などを組み合わせた意

匠をもつ と察せ られる。2～4類 は上川名II式 ～大木

2a式 の範疇で捉 えられるが、3類 の羽状縄文は撚 りの

異 なる2本 の原体 を交互に回転 させ た非結束の事例が

主体 を占めることから、大方は大木1式 に含 まれるも

のと理解 される。

以上は土器型式に相当させた場合の編年的な位置付け

であ り、ST240等 の住居跡では早期末葉～前期初頭の

土器が伴 出している。これらは一時期の所産と目されるた

め、各文様の消長が影響 した結果の共伴と思考している。

第皿群土器は前期後葉～末葉の所産である。1類 は細

い粘土紐を短 く千切って折 り重ねた鋸歯状の貼付文が特



徴で、大木5式 に比定 される。県内では尾花沢市いるか

い遺跡(前 掲)で 当該期の住居跡1棟 が検出されている

ほか、遊佐町吹浦遺跡(山 形県教委1988)か らまとまっ

た出土例がある。2～4類 は後続する大木6式 に属する

もので、2類 の結節浮線文は関東の十三菩提式や北陸の

朝 日下層式に出自を求めることがで きる。3類 の綾絡

文 は2類 土器の地文 となることが多いが、出土資料 は

口縁部 に施文 されてお り、文様帯を もたない事例 と言

える。4類 とした2点 の資料 は肥厚する口縁部 に特徴

があ り、太い数条の沈線 と連続 した刻み 目を施文する

もので、遊佐町吹浦遺跡(前 掲)等 に類例が知 られる。

第IV群 土器1類 は、沈線 による区画内に撚糸圧痕が充

填 される文様構成から、大木7b式 に帰属す るものと思

われる。2類 は中期末葉の所産で、大木10式 に比定され

る。大木10式 土器 については、宮城県大梁川遺跡(宮 城県

教委1988)の 調査 における、遺物包含層からの層位的な出

土資料 を基にした三分案が定着 している。本遺跡出土の4

点は口辺部の小片であり、細分に照合させるまでの情報が

少ないが、調整沈線を伴 う第29図6と 稜 の低 い微隆起線

が描出される7・9は10式 古相に、稜をもつ隆線 と無調整の

沈線を施す8を10式 新相として位置付けておく。

3弥 生時代の様相

第1次 調査区の東 ・南縁辺域を主 として多数の弥生土

器が出土 したが、調査 区内に当該期の遺構 は見 当たな

い。遺物の在 り方か ら近隣に該期の集落が存在 したこと

は当然考えられ、地形的に見れば付近で標高が最 も高い

1次 調査区北側に面する畑地部分が該当す ると目され

る。1次 調査 区東 ・南縁辺は旧河道の河岸段丘右岸に

当たるが、この端部 は幅約3mに 亘 る埋 め立てによっ

て形成 された地形である と推察 される。その堆積土内

か らは遺物総 数の7割 強 に当た る数量が 出土 してお

り、主体 を占めた弥生土器のほか、縄文時代や平安時

代の遺物が混在 した状態であった。調査 に際 しては東

辺 ・南辺 ともSX100と 命名 して掘 り下げを行ったが、

断面観察 か ら東辺部は西(手 前)か ら東(奥)に 向

かって堆積 している様相が看取 されたのに対 し、南辺

部では水平堆積 であった状況から、均 しなが ら埋め立

てられた と考えられる。

近年の発掘において県内で も弥生時代の調査事例が増
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え、竪穴住居跡の検出が3遺 跡で報告 されている。山形

市河原田遺跡(山 形市教委2004)で は3棟 の住居跡 と6

基の墓跡が検出され、墓跡のうち5基 は東北地方で2例

目となる木棺墓である。出土 した土器は桜井式に併行す

ることか ら、中期後半の年代が当てはめ られる。山形

市向河原遺跡(山 形埋文2005)で は中期末～後期 の住

居跡7棟 を検出 し、 うち1棟 は石器剥片が多量に出土

したことから工房跡 と推測 されている。本遺跡の東南

1.2kmに 位置す る南陽市庚壇遺跡(山 形埋文2007)で

は、一辺5m規 模 を測 る隅丸方形の住居跡1棟 が確認

され、天王山式 に併行する遺物が出土 した。 さらに、

現在整理作業中の南陽市百刈田遺跡か らは、2005年 度の

第3次 調査で土坑墓 に係 わる16ヶ 所の遺物集 中ブロッ

クが確認 され、中期後半の復元完形土器が多数出土 し

ている(山 形埋文2006)。

東北地方の弥生土器 は地域性が顕著であ り、中期には

北部 ・中部 ・南部に加 えて奥羽山脈の東西でも差異が認

められる。基本的には河川に則 した水系によって地域が

形成されるようである。弥生中期 には地域差が一層鮮明

になり、①津軽地方、②下北半島と馬渕川流域、③八郎

潟周辺 と雄物川流域、④北上川流域、⑤仙台平野、⑥

最上川流域、⑦阿武隈川流域、⑧相馬 ・磐城海岸、⑨

会津地方 といった諸地域に区分 される(須 藤1996)。

本遺跡出土土器は会津地方 と密接な関連が指摘 され、

第1群 とした1本 の工具で描かれる沈線文土器は、会津

若松市一ノ堰B遺 跡(福 島県教委1988)出 土土器や同市

川原町口遺跡(会 津若松市教委1994)第8群 土器に類似

してお り、器種構成 も壷 ・甕 ・鉢 ・高杯 ・蓋と共通する

内容である。本遺跡 では全形が窺 える資料 は極めて少

ないが、上記遺跡出土例に照 らせ ば、数的主体 を占め

る壷 には主 に口縁形態の相違か ら4種 の存在が知 られ

る。 このうち長頸壺 と無頸壺では、口縁部から体部上

半の最大径 を測 る位置 まで文様が施文され、これを境

に下半には地文 となる縄 文が付 される。甕では体部上

端に結節 回転縄文 を施す ものが一般的で、本遺跡例 と

も共通するところであ る。第42図 に示 した蓋 と高杯は

全て1本 引 きによる沈線文で、川 口町口遺跡では高杯

脚部に切 り込みによる窓を設けた もの もある。218～221

は蓋の鉦部資料 と見なしたが、類例が見当たらず、鉦部

にも沈線が引かれることを考慮すれば、あるいは下胴に
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括れを有する柑状形態の小形鉢である可能性 も否定でき

ない。また、鉦の天頂部が窪む形態の蓋 も報告 されてお

らず、これらは仙台平野や北上川流域の影響を受けてい

るものと思われる。

2本 一対の平行沈線が施文 される第 ■群土器は、川原

町口遺跡第9群 土器や原町市桜井遺跡出土土器に類似性

が求められる。同じ文様を重ねて繰 り返す前段階の手法

か ら、2本 の沈線 を同時に引 くことで同 じ形の文様 を描

く技法へ と変化 してい く。 この段階の土器組成は前段階

を継承するものの、壷 と甕は器形が近似するようにな

り、区別が困難なものが現 れる。2本 同時の平行沈線

は第1群 の1本 引 きに比較すれば、一般 に沈線の間隔

が狭 くなる傾向が指摘で きる。桜井式土器は線間の広

狭によって1式 とH式 に区別 され、本遺跡の第H群 土

器は3～5mm程 度の幅を有するため1式 に比定 される。

また、長頸壺の頸部に断面三角形の隆帯を廻 らすものが

あ り、桜井式土器のメルクマールとなっている。

このように1本 描 きと2本 描 きが混在する状況である

が、1本 描 き沈線文は中期末葉まで共存することが知 ら

れるため、編年的な時期差はないと考えている。したがっ

て、本遺跡出土土器は総 じて川原町口式併行段階 と認識

してよいと判断される。また、同時期の所産と把握 される

山形市河原田遺跡や、同市境田D遺 跡(山 形県教委1984)

出土土器には1本 描線の事例 を伴わないことか ら、山形

盆地では2本 描 き手法が主流であったと思われる。

東北地方における弥生前期は地域間の土器様式の共通

性が強く、最上川流域では酒田市生石2遺 跡(山 形県教

委1987)や 東根市蟹沢遺跡(加 藤1989)等 で知 られるよ

うに、九州地方の遠賀川式土器が卓越 している。すなわ

ち、西 日本の土器製作技術が伝播により持ち込まれ、東

北地方の伝統的な土器作 り技術 と融合 して受容 された

ことが窺われる。中期 になると前述 したように地域色

が明確 となるが、中期 中葉 は中 ・南部で奥羽 山脈を境

にした東西の地域差があ まり見 られず、土器分布が広

範なことなどか ら、地域の交流が盛んであった時期 と

されている。 また、仙台平野の遺跡 を中心に多 くの木

製農耕具が 出土 し、貯蔵のための大形壺が製作 される

など、稲作 を軸 とする安定 した農耕社会の基盤が確立

した時期 とも考えられている。後期 には天王 山式土器

が広 く発達 し、これまで見 られた地域色 は消滅 して統
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一的な様相が確立される(須 藤 前掲) 。

山形県では弥生時代の遺跡調査例 はまだ少な く、前期

から後期にかけての発展過程が明らかとは言えないが、

近年の調査で集落や墓域の構成が徐 々に解明されつつあ

ることは確かである。
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